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昭
和
を
迎
え
て
、
奈
良
を
め
ぐ
る
交
通
に
新
し
い
展
開
が
あ

っ
た
。
奈
良
と
京
都
を
結
ぶ
奈
良
電
鉄
の
開
通
と
市

内
バ
ス
の
運
行
で
あ
る
。

奈
良
と
京
都

の
間
に
は
、
す
で
に
早
く
奈
良
鉄
道
が
開
通
し
て
い
た
が

(
一四
一

溶
参
照
)、
明
治
四
十
年

(
一九〇七)

に
国

有
化
さ
れ
て
国
鉄

奈
良
線

(
一五
三

警
参
照
)
と
な

っ
て
い
た
が
、
こ
の
路
線
は
宇
治
方
面

へ
大
き
く
遠
回
り
し
て
、
約

一
時
間
半
を
要
し
た
。

そ
の
た
め
、
早
く

か
ら
京
阪
電
鉄
の
八
幡
か
ら
奈
良

へ
延
び
る
路
線
、
あ
る
い
は
伏
見
か
ら
奈
良

へ
の
路
線
な
ど
の
申
請
が
相

つ
い
で
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
資
本
力
に
不
安
が
あ
る
と
し
て
認
可
さ
れ
な
か

っ
た
。

第

一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
好
況
の
波
に
の
っ
て
南
山
城
で
電
鉄
通
過
を
求
め
る
気
運
が
熟
し
、
大
正
八
年

(一九
一九
)
十

一
月
に
な
る

と
、
奈
良
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
が
申
請
さ
れ
た
。
こ
の
電
鉄

の
起
点
は
京
阪
電
鉄

の
中
書
島
停
留
場

で
、
大
軌
の
奈
良
停
留
場

を
終
点
に
予
定
し
て
い
た
。
中
書
島
か
ら
巨
椋
池
の
東
を
ま
わ
り
、
ほ
ぼ
、

い
ま
の
近
鉄
京
都
線
の
東
側
を
南
下
し
、
祝
園
村

(現
精
華
町
)

か
ら
旧
関
西
鉄
道
の
西
木
津
に
い
た
り
、
同
鉄
道
の
旧
大
仏
線

の
廃
線
敷
を
利
用
し
て
奈
良
市
内
に
入
る
と
い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

奈

良

電

鉄

の

開

通
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と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
九
年
、
同
じ
奈
良
～
京
都
間
の
鉄
道
敷
設
を
目
ざ
し
て
、
関
西
電
気
軌
道
株
式
会
社

の
設
立
申
請
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は
、
奈
良
県
内
の
電
灯
電
力
事
業
の
営
業
を
し
て
い
た
関
西
水
力
電
気
株
式
会
社
や
奈
良
市
内
の
有
力
者
ら
が
参
加
し
て
い
た
。

両
社
が
競
願
の
か
た
ち
に
な

っ
た
の
で
、
京
都
府

・
奈
良
県
の
当
局
は
両
社
に
対
し
合
併
を
勧
奨
し
た
。
こ
れ
を
う
け
た
両
社
は
協

議

の
う
え
合
併
を
決
定
、
改
あ
て
奈
良
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
名
で
、
鉄
道
敷
設
を
申
請
を
し
て
、
三
年
後
の
大
正
十

一
年

(
一九
量
)

十

一
月

に
免
許
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
こ
の
前
年
に
申
請
の
田
辺
町
か
ら
京
阪
電
鉄
の
八
幡
ま
で
の
支
線
も
あ
わ
せ
て
免

許
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
時

の
経
済
界
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
恐
慌
の
打
撃
か
ら
ま
だ
立
ち
な
お

っ
て
い
な
か

っ
た
。
発
起
人
ら
は
株
式

募
集
の
困
難
を
思

っ
て
、
急
き
ょ
起
点
を
京
阪
電
鉄
宇
治
線

の
宇
治
停
留
場
付
近
に
、
終
点
を
大
軌
の
西
大
寺
停
留
場
に
変
更
し
た
。

こ
れ
で
資
本
金
五
〇
万
円
の
節
減
に
な
る
計
算
を
し
た
の
で
あ

っ
た
。
さ
い
わ
い
、
京
阪

・
大
軌
両
電
鉄
と
も
自
社

の
培
養
線
に
な
る

こ
と
か
ら
こ
の
変
更
に
賛
成
し
た
。
路
線
の
変
更
許
可
は
大
正
十
三
年

(一九
二四)
十
月

に
あ

っ
た
が
、
工
事
施
行
認
可
申
請

の
期
日
が

迫

っ
て
い
た
の
で
、
測
量
の
実
施
と
、
会
社
の
設
立
登
記
が
急
が
れ
た
。
奈
良
電
気
鉄
道
株
式
会
社

に
は
京
阪

.
大
軌
の
役
員
も
参
加

し

て
い
た
か
ら
、
測
量
は
順
調
に
す
す
み
、
工
事
施
行
の
認
可
が
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
、
い
よ
い
よ
着
工
と
な

っ
た
が
、
そ
の
の
ち
に
も
路
線
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
地
元
か
ら
の
要
望
が
あ

っ
て
、
田
辺
と

木
津
付
近
で
片
町
線
を
跨
線
橋
で
こ
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
の
を
、
後
者
の

一
か
所
に
し
た
り
、
木
津
町
相
楽
か
ら
丘
陵
を
南
下
、

都
跡
村
歌
姫

(現
奈
良
市

歌
姫
町

)

へ
出
る
予
定
だ

っ
た
の
を
地
主
の
反
対
も
あ

っ
て
、
西
方
の
平
城
村
山
陵

(嵎
驤

市
)

へ
変
更
し
た
り
し
た
。

ま
た
、
起
点
を
京
阪
宇
治
に
し
て
い
た
が
、
宇
治
回
り
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
、
小
倉
か
ら

一
路
北
進
し
て
京
阪
本
線
の
伏
見
桃

山
停
留
場

に
つ
な
ぐ
の
が
得
策
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
経
済
の
好
転
と
い
う
事
情
も
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

京
阪
三
条
～
大
軌
奈
良
間
は
、
両
端
を
京
阪
と
大
軌
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
通
運
転
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
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し
、
京
阪
の
線
路
容
量
に
余
裕
が
な
く
、
京
阪

へ
の
乗
り
入
れ
は
無
理
と
な

っ
た
。
や
む
な
く
、
自
社
線
で
京
都
下
京
区
塩
小
路
烏
丸

角

(七
条
郵
便
局
前
、
い
ま
の

中
央
郵
便
局
の
と
こ
ろ

)
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
す
で
に
廃
線
に
な

っ
て
い
た
旧
奈
良
鉄
道

の
京
都
～
伏
見

間

の
線
路
敷

の
払

い
下
げ
を
う
け
る
運
動

に
と
り
か
か

っ
た
。

こ
れ
を
知

っ
た
伏
見
町
議
会
は
、
新
し
く
こ
の
路
線
が
許
可
さ
れ
る
な

ら
、
高
架
を
要
望
す
る
と
決
議
し
た
。

こ
の
と
き
に
は
、
す

で
に
昭
和
も
三
年

(一九二八)
を
迎
え
て
い
た
。
十

一
月
に
は
京
都
御
所
で
の
昭
和
天
皇
の
即
位
の
式
典
が
あ
り
、

そ

の
あ
と
十
二
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
間
、
式
典
の
諸
会
場
を

一
般
参
観
に
供
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
し
、
大
礼
記
念
京
都
博
覧

会

の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
た
。
会
社
で
は
、
京
都
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
あ
て
こ
ん
で
、
こ
れ
に
間
に
あ
う
よ
う
工
事

を
急
い
だ
。
桃
山

御
陵
や
橿
原
神
宮
の
参
拝
、
さ
ら
に
は
奈
良
観
光
に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
昭
和
三
年
十

一
月
三
日
に
桃

山
～
西
大
寺
間
が
開
業
の
運
び
と
な
り
、

つ
づ
い
て
同
月
十
五
日
に
は
、
京
都
駅
南
ロ
ま
で
開
通
、
よ
う
や
く
に
し

て
全
通
を
み
た
。

さ
て
、
営
業
を
開
始
し
た
も
の
の
、
は
じ
め
そ
の
成
績
は
よ
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
す
で
に
建
設
費
は

二

〇
〇
万
円
を
オ
ー
バ
i

奈良電鉄開通の広告

し
て
い
た
か
ら
、
乗
客
と
り
わ
け
団
体
客
の
誘
い
こ
み
に
会
社

を
あ
げ
て
努
力
し
た
。
大
礼
記
念
京
都
博
覧
会
場
内
で
、
奈
良

方
面
の
宣
伝
を
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

っ
た
。
大
軌
と
提

携
し
て
上
六
～
京
都
間
を
六
八
銭

(急
行
八

〇
分

)

の
特
別
割
引
運
賃

に
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
努
あ
た
。
翌

四
年
に
な
る
と
、

春

の
行
楽
客
を
め
あ
て
に
、
新
聞
広
告
も
出

し
た
り
し
た
。
そ

の
効
果
も
あ

っ
て
、
好
成
績
を
あ
げ
た
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
シ
ー

ズ
ン
オ
フ
の
営
業
収
入
の
落
ち
こ
み
が
目
だ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
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建国奉仕隊 橿原神宮

人
び
と
は
、
奈
良
電
と
よ
ぶ
よ
り
、
「
カ
ラ
電
」
と
い

っ
て
皮
肉

っ
た
り
も
し
た
。
し
か
し
、

奈
良
電
の
車
両
は
鋼
鉄
製
で
最
高
時
速
八
五
キ
。、
平
均
五
四
キ
。
の
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
こ
と
が

で
き
、
そ
の
こ
ろ
の
郊
外
電
車
と
し
て
は
優
秀
で
あ

っ
た
。
と
は
い
え
、
西
大
寺
駅
か
ら
大

軌

へ
乗
り
入
れ
す
る
と
、
と
た
ん
に
車
内
電
灯
が
、
い
ち
じ
暗
く
な

っ
た
り
し
た
。
奈
良
電

は
六
〇
〇
ボ
ル
ト
、
大
軌
は

一
〇
〇
〇
ボ
ル
ト
で
あ

っ
た
か
ら
と
い
う
。

さ
て
、
そ
の
奈
良
電
鉄
が
、
営
業
成
績
を
あ
げ
る
の
は
、
昭
和
十
三
年

(
一九三八
)
か
ら
紀

元
二
千
六
百
年

(昭
和
十

五
年

)
を
目
ざ
し
て
橿
原
神
宮
域
の
整
備
工
事
が
は
じ
ま
り
、
建
国
奉
仕

隊
が
全
国
か
ら

つ
ぎ

つ
ぎ
と
橿
原

へ
馳
せ
参
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
奈
良
電
鉄

で
は
、
国
鉄
京
都
駅

で
奉
仕
隊
を
迎
え
、
臨
時
列
車
を
増
発
、
団
体
割

引

で
大
軌
畝
傍
線

(
い
ま
の

橿
原
線
)

へ
乗
り
入
れ
て
輸
送
し
た
。
建
国
奉
仕
隊
は
昭
和
十
四
年
で
終

了
す
る
が
、

翌
十

五
年
は
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
が
橿
原
で
あ

っ
た
か
ら
全
国
か
ら
参
拝
す
る
人
も
増
加
し

た
。
奈
良
電
鉄
は
も
ち
ろ
ん
、
大
軌
も
ま
た
、
こ
の
た
め
に
大
き
な
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
奈
良
電
鉄
は
昭
和
三
十
八
年

(
一九六三)
八
月
、
近
鉄
と
の
合
併
認
可
を
う
け
、
同
年
十

一
月

に
は
、
会
社
解
散
登
記
を
完
了

し
て
、
近
鉄
京
都
線
と
な
る
。

県
内
の
乗
合
バ
ス
は
、
宇
陀
郡
や
吉
野
郡
な
ど
鉄
道
に
恵
ま
れ
な
い
山
間
部
で
大
正
の
な
か
ご
ろ
か
ら
主
要
な
交

乗

合

自

動

車

通
機
関
と
な

っ
て
い
た
が
、
平
坦
部
の
あ
ち
こ
ち
で
バ
ス
が
走
る
よ
う
に
な
る
の
は
昭
和
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。

奈
良

で
は
、
大
正

の
は
じ
め
、
東
洋
自
動
車
会
社
が
、
国
鉄
奈
良
駅
前
か
ら
三
笠
山
麓
の
武
蔵
野
ま
で
、
遊
覧
客
を
運
ぶ
計
画
を
た
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て
た
こ
と
が
あ
る
。

つ
い
で
大
正
十
三
年

(一九二四)
に
設
立
さ
れ
た
合
名
会
社
帝
国
自
動
車
商
会
が
国
鉄
奈
良
駅
か

ら
柳
生
ま
で
、

翌

十

四
年
に
は
大
軌
奈
良
駅
構
内
で
タ
ク
シ
ー
営
業
を
し
て
い
た
森
田
宇
三
郎
が
大
軌
奈
良
駅
か
ら
春
日
神
社
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
営
業

を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
い
ち
じ
的
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
当
時
は
バ
ス
と
い
っ
て
も
六
人
乗
り

の
幌
型

フ
ォ
ー
ド

を
使
用
し
た
も
の
で
、
い
ま
の
箱
型
の
バ
ス
車
両
で
は
な
か

っ
た
。

昭
和
二
年

(一九二七)
五
月
に
な

っ
て
、
奈
良
市
内
を
走
る
バ
ス
事
業

の
出
願
が
あ

っ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
、
奈
良
警
察
署
長
は
市
内

の
交
通
機
関
と
し
て
バ
ス
を
許
可
す
る
方
針
で
す
す
ん
だ
が
、
三
条
通
り
の
商
店
街
は
客
が
こ
な
く
な
る
と
反
対
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
年
の
十
月
、
奈
良
市
街
自
動
車
株
式
会
社

(代
表
石
原

善
三
郎

)

の
設
立
が
き
ま
り
、
国
鉄
奈
良
駅
～
春
日
神
社
間
の
バ
ス
営
業
が
は
じ
ま

っ
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銀バ ス(奈 良自動車バス)

た
。と

こ
ろ
が
、
国
鉄
奈
良
駅
構
内
に
バ
ス
を
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
問
題
が
お
こ
っ
て

い
る
。
明
治
以
来
、
交
通
業
者
と
し
て
の
自
負
も
高
く
、
奈
良
駅
が
で
き

て
か
ら
は
独
占
的

な
帳
場
を

つ
く

っ
て
い
た
人
力
車
の
し
ご
と
を
す
る
人
た
ち
は
、
バ
ス
の
駅
構
内
乗
り
入
れ

を
許
さ
な
か

っ
た
。
バ
ス
会
社
は
構
内
人
力
車
関
係
の
五

一
人
に
土
産
料

一
〇
円
ず

つ
を
与

え
て
解
決
を
は
か
ろ
う
と
し
た
が
、
す
ぐ
に
は
ま
と
ま
ら
ず
、
し
ば
ら
く

の
あ
い
だ
バ
ス
は

駅
構
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
駅
前
の
道
ば
た
か
ら
発
着
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

年
末
に
な

っ
て
よ
う
や
く
話
し
合
い
が

つ
い
た
と
い
う
。

い
っ
ぽ
う
、
四
年

一
月
に
は
奈
良
自
動
車
株
式
会
社

(資
本
金
一〇
万
円
、

本
社
市
内
西
御
門
町
)

も
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
会
社
は
市
内
に
バ
ス
を
走
ら
せ
る
と
と
も
に
、
郊
外
に
路
線
を
の
ば
し
、

ハ
イ
ヤ
ー
業

も
兼
営
し
た
。
な
お
、
八
月
に
な
る
と
、
大
軌
構
内
自
動
車
株
式
会
社

(森
田
宇
三
郎

権
利
譲
渡

)
と
い
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う

タ
ク
シ
ー
会
社
も
で
き
て
、
大
軌
の
乗
降
客
を

一
手

に
ひ
き
う
け
る

よ
う
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
こ
ろ
奈
良
の
人
た
ち
は
、
奈
良
市
街

バ
ス
を
青
バ

ス
、
奈
良
自
動
車
バ
ス
を
銀
バ
ス
と
よ
ん
だ
。
い
ず
れ
も
、

バ
ス
の
車

体

の
色
あ
い
か
ら
の
こ
と
で
、
両
バ
ス
と
も
、
市
民
の
重
要
な
交
通
機

関

に
な

っ
て
い
っ
た
。

両
会
社
と
も
路
線
を
新
し
く
延
ば
し
て
い
く
が
、
す
べ
て
が
順
調
に

運

ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
昭
和
五
年

(
一九三〇)
、
青
バ
ス

が
国
鉄
奈
良
駅
前
か
ら
京
終
駅
ま
で
新
線
を

つ
く

っ
た
と
き
、
晴
天
の

図1春 日奥山バス路線図

大
原
橋

若
草
山
頂
上

一
区

「奈良名所案内」から作成

 

日
は

一
日
に
二
回
以
上
、
そ
の
バ
ス
路
線
の
道
路
に
水
を
ま
く
こ
と
、
毎
日
二
回
以
上
、
六
.ザ
か
ら

一
八
、ゾ
の
厚
さ

に
砂
利
を
敷
く
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
城
戸
町
の
南
北
路
線
を
申
請
し
た
と
き
、
知
事
が
認
可
の
方
針
だ

っ
た
の
に
、
市
長
が
反
対
し
て
難
航
、

結
局
こ
の
路
線
は
実
現
し
な
か

っ
た
。

そ
ん
な
な
か
、
昭
和
七
年

一
月
三
日
、
午
前

一
〇
時
四
五
分
、
銀
バ
ス
が
奈
良
電
車

(奈
良
行

急
行

)
と
衝
突
し
た
。
佐
紀
の
旧
二
条
踏
切

で
の
事
故

で
、
死
者

一
四
人
、
重
傷
者
九
人
と
い
う
大
惨
事
と
な

っ
た
。
こ
の
事
故
の
た
め
、
会
社
の
経
営
内
容
は
急
速
に
悪
化
し
た
。

多
額
の
賠
償
費
が
大
き
な
負
担
と
な

っ
た
う
え
、
部
品
や
ガ

ソ
リ
ン
が
高
騰
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
昭
和
十
年
に
は
大
軌
資

本

で
経
営

の
再
建
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
五
年
ご
ろ
の
バ
ス
運
賃
は
、

一
区
五
銭
均

一
で
、
国
鉄
奈
良
駅
か
ら
春
日
神
社
ま
で
三
区
、
お
な
じ
奈
良
駅
か
ら
奈
良
阪
ま
で

四
区
で
あ

っ
た
。
青
バ
ス
・
銀
バ
ス
と
も
に
、
若
草
山
の
山
焼
き
、
二
月
堂
の
お
水
取
り
、
鹿
の
角
伐
り
な
ど
の
年
中
行
事
、
春
日
野
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女 性 車 掌(奈 良交通株式会社蔵)

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
野
球
大
会

の
と
き
な
ど
に
は
、
割
引
運
賃
に
し
た
り
臨
時
増
発
を
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
競
争
を
展
開
し
た
。

昭
和
十
三
年

(
一九
三八)
に
な
る
と
、
「春
日
奥
山
周
遊

バ
ス
」

は
周
遊
割
引
き
を
八
〇
銭

(瞞
齟
二
)、
若
草
山
頂
上
ま
で
六
〇
銭
と
宣
伝
し
た
。
な
お
、
こ
の
バ
ス
の
周
遊
図
を
示
し
て

お
こ
う

(図
1
)。

両
社

の
車
両
台
数
な
ど
は
、
昭
和
九
年

(一九三四)
の
こ
ろ
で
、
青
バ
ス
は
二
六
台

(縦
牒
想
、

銀
バ
ス
ニ
○
台

(畑
七
)
、
春
日
奥
山
周
遊
バ
ス
は
五
台

(七
人
)

の
陣
容

で
あ

っ
た
。

青
バ
ス
が
発
足
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
木
村
な
を
さ
ん

(明
治
四
十

五
年
生

)
は
、
女
性
車
掌
第

一

号
と
し
て
活
躍
し
た
。
木
村
さ
ん
の
思
い
出
に
よ
る
と
、
小
さ
い
自
動
車

で

一
〇
人
乗
り
ぐ

ら
い
、
入
社
当
時

は

(
一
月
)

三

台

で
あ

っ
た

が

四

月

に
は

一
〇
台

に
な

っ
た
と

か
。

そ

の
こ
ろ
、

車

掌

は

大

阪

バ

ス
か

ら

引

き

ぬ

か

れ

て
く

る

こ
と

が
多

か

っ

た

。

洋

服

を

き

て
、

さ

っ
そ

う

と

ス

テ

ッ
プ

の

と

こ

ろ

に
立

つ
姿

を

み

て
、

友

だ

ち

に
羨

ま

し

が

ら

れ

た

と

い

う
。

ま

た

、

昭

和
十

年

ご

ろ

に

は
銀

バ

ス
に
美

人

の
女

性

運

転

手

の
田

村

ス

エ
さ

ん

(
二
七
歳

)

が

い

て
、

な

か

な

か

の

評

判

で
あ

っ
た

と

い
う
。

表1・ 昭和10年 市内 タクシー状況

会社
エ ビ ス タ ク シ ー(北 市町)

カ イナ ラタ ク シ ー部(鶴 福院町)

貨 物 部(南 京終町)

京 終 タ ク シ ー(京 終町)

昭 和 タ ク シ ー(大 軌油阪駅前)

相 互 タ ク シ ー(省 線奈良駅前)

中 央 タ ク シ ー(角 振町)

帝 国 自 動 車(油 阪町)

日 の 出 タ ク シ ー(大 軌油阪駅前)

法 蓮 タ ク シ ー(法 蓮町)

ミ カ サ タ ク シ ー(連 隊前通り)

大 和 タ ク シ ー(北 京終町)

個人
大 門 タ ク シ ー(東 包永町)

奈 良 タ ク シ ー(西 御門町)

扇 家 タ ク シ ー(油 阪地方町)

朝 日 タ ク シ ー(三 条町)

井 上 タ ク シ ー(高 畑頭塔)

昭和10年版 『奈良県電話帳』から

393



昭
和
七
～
八
年
ご
ろ
、
県
内
に
は
二
三
社
も
の
群

小

バ
ス
会
社
が
あ

っ
た
が
、
し
だ
い
に
合
併
さ
れ
て

い

っ
た
。
昭
和
十
四
年

(一九三九)
に
は
ガ

ソ
リ
ン
の

節
約
か
ら
休
止
路
線
が
ふ
え
て
く
る
し
、
市
内
路
線

の
運
転
回
数
も
減
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、

昭
和
十
八
年
七
月
、
国
策
に
そ
い
、
大
軌
系
大
資
本

を
母
体
に
し
た
銀
バ
ス
が
吉
野
宇
陀
交
通

・
大
峰
自

動
車

・
吉
野
自
動
車

・
普
賢
南
和
乗
合
自
動
車
を
合

併

し
て
、
奈
良
交
通
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

な
お
、
昭
和
十
六
年

(一九四
一)
ご
ろ
の
市
内
バ

ス

路
線
図
を
示
し

て
お
く

(図
2
)。

い
ま
と
停
留
場

名

の
ち
が
う
と
こ
ろ
、

い
ま
の
大
型
バ
ス
で
は
走
行

の
無
理
な
と
こ
ろ
の
ほ
か
、
大
軌
は
関
急

(詔
荊
討

脾

図2市 内バス路線図
N

水
谷
橋

春日終点

 

奈
良
駅

町

昭和16年10月5日 発行 「奈良名勝案内図」からバス路線抜粋

 

蛛
創
蠣
崩
)
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
、
も
う
、
こ
の
こ
ろ
に
は
軍
事
機
密
で
あ

っ
虎
の
か
連
隊
前
の
停
留
場
名
を
伏
せ

て
い
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
昭
和
十
年

(一九三五)
ご
ろ
、
市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
は

=

、
個
人
で
は
四
五
で
あ

っ
た

(表
1
)

(
嬲
黼
計
赫
齔
期

膈
鞴
略
)
。
そ
れ
も
昭
和
十
四
年

に
な
る
と
、
市
内

の
タ
ク
シ
ー
業
者
を
奈
良
自
動
車
会
社
が
買
収
し
て
業
界
の
統
合
を
す
す
め
て
い
る
。
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奈
良
と
大
和
高
原
の
貨
物
輸
送
に
大
き
な
役
割
を
担

っ
た
も
の
に
、
京

安

全

索

道

終
町
に
本
社
を
お
く
奈
良
安
全
索
道
株
式
会
社
の
索
道

(団
フ
)
が
あ
っ

た
。
国
鉄
京
終
駅
の
東
南
を
起
点
に
、
田
原
村
天
満

(現
奈
良
市

茗
荷
町

)
ま
で
の
八
キ
。
の
工
事
が
完

成

し
た
の
が
、
大
正
八
年

(一九
一九)
十
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
、

つ
づ
い
て
会
社

は
都
介
野
村

(現
山
辺
郡

都
祁
村

)
針
ま
で
の
六

・
一
キ
。を
延
長
、
さ
ら
に
同
村
小
倉
ま
で
二

・
八
キ
。
を
延
ば
し
、

大
正
十

一
年
十

一
月
、
全
線
の
開
通
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
架
線

の
支
柱
は
木
製
だ

っ
た
が
、
昭
和
の
は
じ
め
全
線
の
支
柱
を
鉄
塔
に
か
え
、

搬
送

の
安
全
を
は
か

っ
た
。
運
転
速
度
は
ほ
ぼ
自
転
車
ぐ
ら
い
で
、
搬
器
に
は
約

一
五
〇
キ
。

の
貨
物
を
の
せ
て
い
た
。
索
道
は
貨
物
専
用
だ

っ
た
が
、
と
き
お
り
人
が
搬
器
に
乗
る
こ
と

が
あ
り
、
転
落
し
た
人
も
あ

っ
党
と
い
う

(旧
田
原
村

古
老
談

)
。

市
内
か
ら
田
原
や
都
介
野
方
面

へ
の
貨
物
は
、
大
豆
の
ほ
か
ニ
ガ
リ

・
石
炭

・
肥
料

・
土

木
建
築
用
品

・
日
常
雑
貨
な
ど
で
、
大
和
高
原
か
ら
奈
良

へ
は
凍
豆
腐

・
木
材

・
薪
炭

・
米

な
ど
が
運
ば
れ
て
き
た
。
大
豆
や

ニ
ガ
リ
は
、
そ
の
こ
ろ
小
倉
を
中
心
に
さ
か
ん
で
あ

っ
た

凍
豆
腐

の
原
料
と
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
後
、
凍
豆
腐
づ
く
り
に
転
じ

表2奈 良安全索道 利用状況

貨 物 上り荷 下り荷 賃 金

大正14年 2,423,001,571,00 貫852

,000

円63

,550

昭和3年 3,259,700 ト
ン

1,677,065
トン

1,582,635
トン

58,270

5年 8,466,004 5,352,852 3,113,805 27,833

8年 8,697,437 5,436,630 3,260,807 22,795

11年 7,477,102 3,766,721 3,710,381 24,377

13年 9,648,303 4,471,984 5,176,319 24,760

各年次 『奈良県統計書』から

 

た
大
阪

の
製
氷
会
社

の
大
量
生
産

に
圧
倒
さ
れ
て
衰
え
る
ま
で
、
大
豆
と
凍
豆
腐
は
こ
の
索
道
の
大
切
な
積
荷
で
あ

っ
た
。
奈
良
安
全

索
道
は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
お
さ
れ
て
、
昭
和
二
十
七
年

(一九五二)
に
廃
止
さ
れ
る
。
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第

一
次
世
界
大
戦
後
、
慢
性
的
不
況
に
悩
ん
で
い
た
日
本
経
済
は
、
昭
和
二
年

(一九二七)
金
融
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
、

つ
づ
い
て
四
年
十
月
に
始
ま

っ
た
世
界
恐
慌

に
ま
き
こ
ま
れ
た
。
奈
良
の
経
済
界
も
ま
た
、
少
な
か
ら
ず
そ
の
影

響
を
受
け
た
。

金
融
恐
慌
は
、
昭
和
二
年
三
月
十
五
日
に
始
ま
り
、
各
地

で
取
付
け
騒
ぎ
が
お
こ

っ
て
休
業
す
る
銀
行
が
続
出
、
翌
四
月
二
十
二
、

二
十
三
日
の
両
日
に
は
、
全
国
の
銀
行
が

一
せ
い
に
臨
時
休
業
に
入

っ
た
り
し
た
が
、
政
府
が
三
週
間
の
支
払
い
猶
予
令
を
発
し
、
日

本
銀
行
か
ら
は
救
済
声
明
が
出

て
、
よ
う
や
く
沈
静
に
向
か

っ
た
。
当
時
奈
良
市
に
は
、
奈
良
県
農
工
銀
行

・
産
業
貯
蓄
銀
行

・
産
業

銀
行
の
ほ
か
、
六
十
八
銀
行

・
吉
野
銀
行

・
三
十
四
銀
行

(昭
和
八
年
三
和

銀
行
と
な
る

)

・
京
和
銀
行

・
不
動
貯
金
銀
行

(櫛
鑓
徹
)

の
各
支
店
が
あ

っ

た
。

い
ず
れ
も
取
付
け
に
あ

っ
た
が
、
支
払
準
備
金
を
調
達
し
て
も
ち
こ
た
え
た
。
た
だ
産
業
銀
行
だ
け
は
、
急
場

は
し
の
い
だ
も
の

の
打
撃
が
大
き
く
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
産
業
銀
行

(明
治
三
十
年
郡
山
銀
行
と
し
て
創
業
、
本
店
は
郡
山
町
、
四
十
四
年

産
業
銀
行
と
改
称
、
高
田
・奈
良
・玉
水
・松
田
の
各
銀
行
を
合
併
)

は
前
年
本
店
を

奈
良
市

に
移
し
、
経
営
も
好
調
だ

っ
た
の
だ
が
、
親
銀
行
に
あ
た
る
十
五
銀
行
の
休
業

(四
月
二

十
一日
)
が
大
き
く
ひ
び
い
て
、
取
付
け
が
と

り
わ
け
激
し
く
窮
地
に
追
い
こ
ま
れ
た
。
木
本
源
吉
頭
取
が
私
財
を
担
保
に
日
本
銀
行
か
ら
特
別
融
資
を
受
け
て
急
場
を
し
の
い
だ
が
、

再
起
困
難
、
同
年
十
二
月
二
十
六
日
、
六
十
八
銀
行
に
営
業
を
譲
渡
し
て
解
散
の
や
む
な
き
に
い
た

っ
た
。

そ
の
後
、
政
府

の
方
針
も
あ

っ
て
県
内
の
銀
行
の
統
合
が
す
す
み
、
昭
和
五
年

(
一九三〇)
四
月
に
は
奈
良
県
農
工
銀
行
が
日
本
勧
業

銀
行
に
合
併
さ
れ
て
そ
の
支
店
と
な

っ
た
。
昭
和
八
年

(一九三三)
現
在
、
県
下
の
普
通
銀
行
は

(繖
帖
は
)
六
十
八

・
御
所

・
八
木

・
吉

野

の
四
行
を
数
え
る
だ
け
に
な

っ
て
い
た
。
政
府
の

一
県

一
行
主
義
に
し
た
が

っ
て
、
そ
の
年
十

一
月
に
四
行
の
合
併
話
が
も
ち
あ
が

昭

和

恐

慌

と

奈

良
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り
、
翌
九
年
二
月
合
意
が
成
立
、
六
月
に
南
都
銀
行
が
創
立
さ
れ
た
。
本
店
に
は
、
橋

本
町
の
旧
六
十
八
銀
行
本
店
が
あ
て
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
年
、
奈
良
市
に
は
、

南
都
銀
行
の
ほ
か
産
業
貯
蓄
銀
行
と
日
本
勧
業
銀
行

・
三
和
銀
行

・
不
動
貯
金
銀
行
の

三
支
店
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る

(
ほ
か
に
南
都
銀
行
の
元
興
寺
・東

向
・手
貝
の
三
支
店
が
あ
った

)
。
そ
の
後
、
産
業
貯
蓄
銀

行
が
業
績
悪
化
の
た
め
十
年
六
月
に
業
務
停
止
命
令
を
受
け
、
代
わ
っ
て
十

一
年

一
月
へ

南
都
銀
行
の
後
援

の
も
と
に
大
和
貯
蓄
銀
行
が
発
足
、
本
店
を
東
向
中
町
の
元
吉
野
銀

行
支
店
跡
に
置
く
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
金
融
恐
慌

の
お
こ
っ
た
昭
和
二
年

(一九二七)
ご
ろ
、
中
小
企
業
も
ま
た

不
況
に
あ
え
い
で
い
た
。
二
月
下
旬

の
市
産
業
課
の
調
べ
で
は
、
市
内
の
会
社
九
九
の

う
ち
営
業
中
止
ま
た
は
休
業
中

の
会
社
は
三

一
を
数
え
、
同
年
末
の
調
査
で
は
、
会
社

総
数

=

五
の
う
ち
営
業
中

の
も
の
八
六
、
残
る
二
九
は
転
居
先
不
明
、
休
業
中
ま
た

は
解
散
手
続
中
と
あ
る
。

こ
う
し
た
と
こ
ろ

へ
、
世
界
恐
慌

の
嵐
が
及
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
年
秋
ア

メ
リ
カ
で
始
ま

っ
た
恐
慌
が
世
界
恐
慌

に
発
展
、
日
本
経
済
は
、
五
年

一
月
の
金
解
禁

と
相
ま

っ
て
深
刻
な
恐
慌
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
企
業
の
操
業
短
縮
や
倒
産
が
相

つ
ぎ
、

産
業
合
理
化
の
名
に
お
い
て
賃
下
げ
、
首
切
り
が
行
わ
れ
て
失
業
者
が
増
大
し
た
。
恐

慌
は
農
村
も
ま
き
こ
み
、
米

・
繭
を
は
じ
め
農
産
物

の
価
格
が
下
落
し
て
農
民
に
も
大

き
な
打
撃
を
与
え
た
。

表3業 種別工場

工 場 数 職 工 製 品 価 格

昭和元年 昭和5年 昭和元年 昭和5年 昭和元年 昭和5年

染 色 業 15 15 538人 540人 1,270,687円 1,439,632円

器械 器具 4 5 59 52 196,637 137,800

化学 工場 3 2 26 17 27,200 17,400

飯食物工場 12 10 117 85 620,919 392,403

雑 工 場 20 21 272 255 819,123 .1.:'

特別 工場 i 3 17 28 228,700 251,218

計 55 56 1,029977 3,163,266 2,845,042

昭 和10 92 1,699 6,276,109

『市勢要覧』による。昭和5年 にっいては 「職工5人 以上」の注がある。
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奈
良
県
下
の
状
況

に
つ
い
て

『
奈
良
新
聞
』

は
、

「
元
来
本
県
の
商
工
業
者
は
概
し

て
規
模
小
さ
く
、
他

府
県
に
お
け
る
が
如
く
大
工
場

の
操
短
並
に
職
工
の
解

雇
等
不
況
に
よ
る
特
に
著
し
き
影
響
な
き
が
如
き
も
、

そ

の
業
種
に
よ

っ
て
は

一
時
的
事
業

の
休
止
、
従
業
員

の
減
員
、
賃
金

の
低
下
等
を
行

っ
た
も
の
が
少
く
な
い
、

ま
た
製
品
価
格
に
お
い
て
も

一
割
乃
至
五
割
位
の
低
下

を
来
し
、
し
か
も
そ
の
売
行
漸
減
の
傾
向
に
あ
り
」
と

し

て
い
る
が

(昭
和
五
年
十
月

二
十
六
日
付

)
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
奈
良

市

に
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
表
3
に
よ
れ
ば
、
昭
和

五
年
は
昭
和
元
年

(大
正
十
五
年

一九
二
六

)

に
比

べ
て
工
場
数

の

増
加
は
わ
ず
か

一
、
職
工
数
は
減
少
、
工
産
額
は
染
織

業
、
特
別
工
場
を
除
い
て
は
い
ず
れ
も
落
ち
こ
ん
で
い

る
。
重
要
物
産
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
4
の
と
お
り
で
、

な
ぜ
か
漆
器
の
生
産
額
が
ふ
え
て
い
る
も
の
の
、
上
位

を
占
め
る
蚊
帳

・
筆

・
墨
の
生
産
額
が
激
減
、
不
況
が

大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
蚊

帳

に
つ
い
て

『奈
良
新
聞
』
(ユ
朗
僅
+
)
は
、

表4重 要物産産額表

一a 昭和元年(1926) 昭和5年(1930) 昭和10年(1935) 昭和13年(1938)

蚊 張 1,679,173 890,300円 2,309,940円 2,132,942円

筆 900,079 528,700 869,524 995,000

墨 1,358,751 716,785 1,294,899 1,155,000

漆 器 206,320 347,000 371,000 368,000

奈 良 人 形 108,000 55,820 55,869

酒 386,210 288,310 349,600 301,680

メ リ ヤ ス 599,140 601,778 683,005 566,703

下 駄 107,203 27,015 11,249

襖 地 222,320 145,076

蒲 団 225,630 201,750 482,650

奈 良 漬 102,520 80,769

錦 織 物 511,993

絹 織 物 936,316 71,973

各種飲食料品 294,380 589,781

機械 ・器具 ・金属 137,880 156,295 602,512

化学工業品 42,600 1,150,637

精巧工業製品 1,004,989

『奈良市 勢要覧』 によ る。昭和元年 ・5年 の品 目にっいては、10万 円以上 の注記が ある。 昭和10年 ・13

年 は、 この ほか50万 円以上の ものをあげた。※ 印は履物類 とある。
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第四章 経済不況と奈良

昨
年
迄
不
景
気
く

と
云

ひ

つ
つ
も
尚

年
々
生

産
さ
れ
る
約

四
十

万
張

り
の
蚊
張

は
、
全
部

一
夏

の
間

に
売

り
尽

さ
れ

て
い
た
が
、
本
年

は
製

造

直
前
綿
糸
暴
落

の
た
め
各
業

者
は
何
れ
も
特

に
不
況
を
見
越

し
て
例
年

よ
り
約

二
割
方

の
生
産
制
限
を
加

へ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
ず
尚
多
量

の
ス
ト

ッ

ク
品
を
出
し
、
何
れ
も
倉
庫
う
ず
高
く
積
み
重
ね

て
ゐ
る
現
状

で
、
而

も
原
料

の
下
落

に
よ
り
相
場

は
ガ

タ
落
ち
と
云

ふ
有
様

で
あ
る
に
拘
ら
ず
、

　き

か
さ

さ
つ
ば

依
然
工
賃
高

に
よ
る
生
産
品

の
嵩

み
か
ら
採
算
立
た
ず
青
息
吐
息

を

つ
い
て
居

る
上

に
、
高
級
品

は
薩
張

り
動
か
ず
下
級
品

の
み
が

は
か
れ

て
行

こ
こ

く
た
め
そ
の
惨
さ
は
全
く
話
に
な
ら
ず
、
茲
も
と
蚊
張
界
の
受
難
時
代
を
現
出
し
て
ゐ
る
。

と
報
じ
て
い
る
。

小
売
業
者
も
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
。
『奈
良
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
「
ド
ン
底
時
代
に
落
切

っ
た
昨
今
の
不
景
気
に
直
面
し
て
、
経
営

難

に
悩
み
抜
く
市
内
の
各
小
売
商
人
の
苦
境
を
打
欄
」
す
る
方
途
を
探
る
た
め
、
市
長

.
有
志

で
円
卓
会
議
を
も

っ
た
と
の
記
事
が
み

え
る

(七
月
三

十
日
付
)。
九
月
に
は
商
店
会
の
代
表
が
集
ま
り
、
小
売
店
連
盟
の
結
成

(漸
腔
胡
瞭
狼
黥
鏑
店
)
の
ほ
か
銀
行

へ
の
融
資
依
頼
、
共
同

仕
入
れ
の
奨
励
、
共
同
廉
価
正
札
現
金
売
出
し
、
現
金
廉
価
販
売
の
促
進
な
ど
の
速
か
な
実
現
を
は
か
り
、
全
小
売
商
人
が

一
致
団
結
、

不
況
打
開
に
邁
進
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る

(航
朋
六
)。

す
で
に
六
月
の
は
じ
め

「不
況
深
刻
、
失
業
者
続
出
」
の
記
事
が
み
え
る
。
十
月

一
日
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
で
は
、
完
全

失
業
者
は
三
七
二
人
に
な

っ
て
い
る
が
、
集
計
中
の
十
三
日
の

『
奈
良
新
聞
』
は

「市

の
失
業
者
丗
人
に

一
人
の
割
、
国
調
の
現
は
れ

約
五
百
名
か
」
と
報
じ
て
い
る

(失
業
者
総
数
五
二
〇
名
位
「働
き
盛
り
の

男
一万
六
千
位
」
よ
り
以
下
と
し
て
推
定
)
。
翌
六
年
三
月
か
ら
の
京
街
道
改
修
工
事
の
土
工
募
集

に
、
市
内
か

ら

コ

日

一
円
を
目
当
に
殺
到
す
る
失
業
者
の
群
」
と
の
記
事
が
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(
『奈
良
新
聞
』
二

月
二
十
四
日
付

)
。

あ
え

恐
慌
に
よ
る
不
況
は
長
び
い
た
。
昭
和
七
年

(
一九三二)
を
迎
え
て
も

「
奈
良

に
喘
ぐ
失
業
群
」

(陥
膝
粮
噺
醐
能
)

「
財
界
不
況
に
捲
き

込
ま
れ
、
生
産
激
減
の
市
産
業
界
」
(同
五
月
二

十
一
日
付
)
、
と
い
っ
た
記
事
を
散
見
す
る
。

市
内
中
小
商
業
者

の
負
債
は
総
額
五
〇
〇
万
円
に

の
ぼ
り
、
七
月
に
は
、
市
商
店
連
盟
が
中
小
商
工
業
者
の
救
済
方
に
つ
い
て
政
府

へ
陳
情
す
る
こ
と
、
仕
入
商
品

の
運
賃
値
下
げ
を
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大
阪
運
送
店

に
交
渉
す
る
こ
と

な

ど
を
決

め
た
り
し

て
い
る

(同
七
月
十

二
日
付

)。

日
本
経
済
は
、
昭
和
八
年
ご

ろ

に
は
、
ほ
ぼ
恐
慌
以
前

の
生

産
水
準

に
回
復
す
る
が
、
奈
良

市

の
場
合
、
蚊
帳

・
筆

・
墨
な

ど
重
要
物
産

の
生
産
額
は
、
ま

表5工 業生産額の推移

年 次 工業生産額

昭和5年(1930) 6,849,073円

6年(1931) 7,161,155

7年(1932) 7,708,564

8年(1933) 8,480,339

9年(1934) 10,163,744

10年(1935) 12,159,422

昭和11年版 『奈良市勢要覧』による。ただ し、

昭和5年 は昭和8年 版による。

 

だ
昭
和
元
年
の
水
準
に
戻

っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
工
業
生
産
額
の

推
移
を
表
5
に

つ
い
て
み
れ
ば
、
ほ
ぼ
順
調
に
恐
慌
を
脱
し
て
い
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
蚊
帳

・
メ
リ
ヤ
ス
な
ど
の

産

業

構

成

織
物
業
を
中
心
に
あ
る
程
度
の
工
業
化
が
す
す
ん

だ
も
の
の
、
昭
和
を
迎
え
て
も
奈
良
は
な
お
観
光
に
よ
り
か
か

っ
た
消

費
都
市
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
昭
和
五
年

(
一九三〇)
の
市
民

の
職
業

別
人
口
を
み
て
も

(表
6
)、
有
業
人
口
五
万
二
七
八
四
人
の
約
三
四

鮃
が
商
業
に
従
事
し
、
工
業
の
約
二
六
鮃
を
し
の
い
で
い
る

(駄
賍
軌
癬

駿
勸
繝
誌
翻
駄
礎
島

狙
偲
慌
の
)。
昭
和
十
年
前
後
の
職
業
別
世
帯
数
を
み
て

表6有 業人口の職業別構成

大正9年(1920) 昭和5年(1930)

現 住 人 口 40,301 有 業 人 口 に

対す る百 分比

52,784 有 業 人 口 に

対す る百分 比有 業 人 口 14,428 20,385

農 業 963 ・ ・: 1,183 5.80

水 産 業 3 0.02 一 一

鉱 業 14 0.10 3 o.oi

工 業 4,688 32.49 5.275 25.88

商 業 4,714 32.67 6,972 34.20

交 通 業 1,203 8.34 1,302 6.39

公務 自由業 2,431 16.85 3,689 18.10

家事手伝 い 19 0.13 1,190 5.84

その他有業者 393 2.72 771 3.78

無 業 25,873 一 32,399 一

計 40,301 一 52,784 一

大正9年 ・昭和5年 とも 「国勢調査報告」による。
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第四章 経済不況と奈良

も

(表
7
)
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
割
合

で
、
工
業
に
比

べ
て
商
業
が
約

一
・
五

倍

と
多
く
、
三

・
三
～
三

・
四
世
帯
に

一
世
帯
は
商
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、

こ
れ
に
は
料
理
旅
館

・
飲
食

店

・
土
産
物
店
な
ど
の
観
光
関
係

の
業

者
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
た
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
表
8
の
よ
う

に
昭
和

元
年

(
一九二六
)
に
六
八
社

で
あ

っ
た
会
社
数

が
、
五
年
に
は

一
二
〇
社
と
急
増
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
合
名

・
合

資
会
社
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
、

「
合

名
合
資
会
社
は
可
成
り
多
い
が
、
何
れ

表7有 業世帯の職業別構成

昭和8年(1933) 昭和10年(1935) 昭和13年(1938)

世 帯 数 12,512 11,699 12,335

有業世帯数 11,308 ioo 100 100

農 業 544 535 530

水 産 業 3 3 3

鉱 業 1 2 一

工 業 2,637 23.3 2,451 2,553

商 業 3,830 33.8 3,358 3,702

交 通 業 1,052 1,022 1,062

公務自由業 1,972 1,699 1,855

家事使用人 45 55 62

その他有業者 1,224 1,280 1,408

無 業 1,235 1,067 1,160

『奈良市勢要覧』による。

表8会 社数の増加

昭和元年
(1926)

昭和5年
(1930)

昭和10年
(1935)

昭和13年
(1938)

合 名会 社 15 31 43 37

合 資会 社 ii 42 48 37

株 式会 社 41 47 38 42

株式合資会社

計 68 120 129 116

『奈良市勢要覧』による。

 

も
普
通
商
店
の
よ
う
に
推
定
に
よ
る
課
税
を
免
れ
ん
と
す
る
も
の
で
」
(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
六

年
六
月
二
十
二
日
付

)
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
、
個
人
商
店
が
税
金
対
策
の
う
え
か
ら
会
社
組
織
に
切
り
替
え
た
も
の
で
あ

っ
た
。

一
二
〇
社
の
う
ち
、
工
業
関
係
の
会
社
三

八

に
対
し
商
業
関
係
の
会
社
が
二
倍
に
近
い
七
二
を
数
え
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
昭
和
十
年
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
で
、
昭
和

五
年

・
十
年
の
営
業
種
別
の
内
訳
は
、
表
9
の
と
お
り
で
あ
る
。
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依
然
と
し
て
企
業
の
規

模

は
小
さ
く
、
昭
和
十
年

の
数
字
で
み
れ
ば
、

一
二

九
社
の
う
ち
、
資
本
金

一

〇
〇
万
円
以
上
は
四
社
に

と
ど
ま
り
、

一
〇
万
円
以

下

の
会
社
は

一
〇
四
社

に

も

の
ぼ
る
。
大
正
十
五
年

(
昭
和
元
年

一九
二
六
)

に
比

べ
て
、

会
社
数
は
六
八
社
か
ら

一

二
九
社

に
ふ
え
て
い
る
の

だ
が
、

一
〇
万
円
以
下

の

表9業 種別会社数

獄 昭和5年(
1930)

昭和10年(
1935)

昭和13年
(1938)

商 業 72 77 61

物品販売業 44 43 42

金 融 業 14 5 5

保 業 9 6

旅館料理業 8 5

新聞及雑誌発行業 1

市 場 業 3

其他 商 業 14 8 3

工 業 38 42 41

紡 績 業 12 13 5

食品 工 業 6 12 7

印刷 工 業 5 4 5

金属 工 業 2 1

機械 器 具 3

化学 工 業 2 3

窯 業 1

製材 工業 1

瓦 斯 1 1 1

其他 工業 14 7 15

運 輸 業 10 10 10

自動車運輸業 4 3

其他運 輸 6 7

合 計1120 129 112

『奈良市勢要覧』によ る。

(会 社数の合計を115、 あ るいは116と した統計 もあ る)
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小
企
業

の
割
合
は
、
五
九
鮃
か
ら
八
〇
鮃
に
ふ
え
て
い
る
。
工
場
に
つ
い
て
み
て
も
、
昭
和
九
年
に
つ
い
て

「使
用
職
工

二
依
リ
区
分

ス
レ
バ
、
十
人
未
満

ノ
工
場
五
十
三
、

二
十
人
未
満
二
十

三
、

五
十
人
未
満
十
三
、
百
人
未
満
三
、

二
百
人
未
満
ニ
ト
ナ
レ
リ
」

(昭
和
十
年
版

良
市
勢
要
覧
』『奈
)
と
あ
る
よ
う
に
、
大
工
場
は
な
く
、
小
工
場
が
圧
倒
的
に
多
か

っ
た
。

明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
京
街
道
筋
の
手
貝
町
や
今
小
路
町
に
か
わ

っ
て
、
三
条
通
り
が
し
だ
い
に
賑
わ
う
よ

百
貨
店
の
進
出

う
に
な

っ
て
き
て
い
た
が
、
大
正
三
年

(一九
西
)
の
大
軌
の
開
通
に
よ

っ
て
、
東
向
通
り
が
商

店
街
と
し

て
賑
わ

い
を
み
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
汽
車
や
電
車
の
開
通
で
、
観
光
客
や
近
隣
か
ら
の
買
物
客
が
ふ
え
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
大
正
の
半
ば
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す
ぎ
、
大
軌
の
駅
前
に
鉄
筋
三
階
建
て
の
ビ
ル
が
建
ち

(星
製
薬
の
代
理
店
を
し
て
い
た

竹
村
某
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
)
、
水
洗
ト
イ
レ
や
奈
良
で
は
じ
め

て
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
備
え
て
い
る
と
い
う
の
で
評
判
に
な

っ
た
。
大
正
六
年
京
和
銀
行
奈
良
支
店
が
東
向
中
町
へ
移
転
し
て
き
た
の
を
皮
切
り
に
、
十
年

に
吉
野
銀
行
奈
良
支
店

(東
向
中
町
)
十
五
年
に
奈
良
信
託
会
社

(鰊
炯
輔
輌
鵲
昭
)
が
店
舗
を
構
え
、
同
年
六
十
八
銀
行
奈
良
支
店
が
東
向
通

り

の
南
端
橋
本
町
に
ギ
リ
シ
ャ
様
式
四
階
建
て
の
洋
館
を
新
築
、
角
振
町
か
ら
移
転
し
た

(昭
和
三
年
本
店
と
な
る

現
南
都
銀
行
本
店
本
館
)。

昭
和

の
は
じ
め
東
向

通
り
に
は
、
四

つ
の
金
融
機
関
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
四
十
年

(
一九
〇七)
商
店
会

の
は
し
り
と
し
て
餅
飯
殿
財
団
の
結
成
を
み
て
い
た
が
、
東
向
通
り
の
発

展

に
と
も
な
い
、
昭
和
の
は
じ
め
、
東
向
三
町
と
花
芝
町
と
で
旭
実
業
会
が
結
成
さ
れ
た
。
昭
和
三
年

(一九二八)
に
は
餅
飯
殿
通
り
の

舗
装
と
ア
ー
ケ
ー
ド
設
置
が
成
り
、
二
年
後
に
は
東
向
通
り
に
す
ず
ら
ん
灯
が

つ
け
ら
れ
る
な
ど
、
近
代
的
商
店
街

の
装
い
を
整
え
た

(東
向
・花
芝
通
り
の
舗
装
が
成
る
の
は
昭
和
九
年
十

二
月
、
三
条
通
り
は
翌
十
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る

)。

こ
の
こ
ろ
か
ら
百
貨
店
の
進
出
が
商
店
界
の
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
き
た
。
す
で
に
大
正
末
ご
ろ
か
ら
、
三
越
や
大
丸
が
、
い
ま
の

春

日
ホ
テ
ル
の
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
新
温
泉

(大
正
十
[年
に
で

き
た
温
泉
旅
館

)
な
ど
で
、
呉
服
類
を
中
心
に
出
張
販
売
を
行

っ
て
好
利
益
を
あ
げ
て
い
た

が
、
昭
和
三
年
十
月
、
大
軌
駅
前
の
さ
き
の
三
階
建

て
の
ビ
ル
に
奈
良
大
軌
百
貨
店
が
開
店
し
た
。
も

っ
と
も
こ
れ

は
、
大
軌
電
鉄
と

も
大
都
市
百
貨
店
と
も
関
係
の
な
い
合
資
会
社

で
あ

っ
た
。
物
珍
し
さ
も
手
伝

っ
て
、
い
ち
じ
は
買
物
客
も
多
か

っ
た
が
、
二
年
も
た

た
な
い
う
ち
に
破
産
、
土
地

・
建
物
は
蚊
帳
問
屋
の
木
奥
由
松
の
手
に
わ
た

っ
た
。

か
わ

っ
て
進
出
し
て
き
た
の
が
高
島
屋
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
百
貨
店
相
互
の
競
争
が
激
し
く
、
連
鎖
店
の
結
成
、
支
店
の
大
規

模
化
、
夜
間
営
業
、
均

一
品
売
場
の
新
設
、
無
料
配
達
区
域
の
拡
張
、
演
芸
会

・
展
覧
会
の
開
催
な
ど
、
顧
客
の
獲
得
に
狂
奔
し
て
い

た
。
そ
ん
な
な
か
、
高
島
屋
は
、
東
京

・
大
阪

・
京
都
に
十
銭

ス
ト
ア
・
二
十
銭

ス
ト
ア
を
開
設

(昭
和
六

年
八
月
)、
「豆
戦
艦
の
構
想
」
と
う

た

っ
て

「
全
Q

1
0
0
店
」

の
設
置
を
目
ざ
し
て
い
た
と
い
う

(
『高
島
屋
百
三

十
五
年
史
』

)。
仕
入
れ
の
段
階
か
ら
手
を
う

っ
て
、
大
衆
向
け
商
品
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の
廉
売
を
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。

奈
良
に
高
島
屋
が
進
出
し
て
く
る
の
は
、
昭
和
七
年

(一九三
)
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
う
わ
さ
は
か
な
り
早
く
か
ら

あ

っ
た
ら
し
く
、

五
年
八
月
二
十

一
日
付
の

『
奈
良
新
聞
』
は
、
「噂
〃
"

大
軌
百
貨
店
跡

へ
/
高
島
屋
呉
服
店
が
進
出
/
已
に
大
体

の
交
渉
も
終

へ
た

と
宣
伝
/
蓋
し
市
内
小
売
商
の
大
打
撃
免
れ
ず
、
当

の
木
奥
は
之
を
否
認
」
と
の
見
出
し
で
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

(前
略
)
目
下
同
人

(木
奥
由
松
)
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
元
大
軌
百
貨
店
の
土
地
家
屋
に
、
最
近
頻
に
地
方
進
出
を
企
画
し
て
い
る
大
阪
高
島
屋

ま
と
ま

呉
服
店
が
着
目
し
、
人
を
介
し
て
譲
り
渡
或
は
賃
借
方
の
交
渉
を
す
す
め

(中
略
)
或
は
意
外
に
早
く
両
者
の
交
渉
が
纒
り
、
大
資
本
組
織
に
な

る
高
島
屋
呉
服
店
が
当
市
に
進
出
し
て
、
市
内
の
小
売
商
人
の
打
撃
を
よ
り
大
な
ら
し
む
る
も
の
で
な
い
か
と
噂
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
脅
威
を
感
じ
た
地
元
の
商
店
は
、
高
島
屋
に
先
立

っ
て
噂

の
元
大
軌
百
貨
店
跡
を
借
り
受
け
て
数
軒

の
店

が
入

っ
た
り
し
た

こ
と
も
あ

っ
た
の
だ
が
、
営
業
が
振
わ
ず

一
年
足
ら
ず
で
失
敗

に
終
わ

っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
た
た
あ
か
、
高
島
屋
は
、
元
大
軌

百
貨
店
跡
で
は
な
く
、
東
向
中
町
二
番
地

(近
鉄
駅
前
か
ら
公
園
に
向
か
う
歩
道
の
一角
に
あ
た
る
。

大
阪
万
博
の
と
き
の
拡
張
工
事
で
道
路
に
な
っ
た

)

に
、
二
階
建

て
の
店
舗

(一一一隲
二
舶
姻
韓
舫
閥
)
を

つ

く

っ
て
営
業
を
開
始
し
た
。
昭
和
七
年
三
月
の
こ
と
で
あ

っ
た

(
『高
島
屋
百
三

十
五
年
史
』

)
。
十
銭

ス
ト
ア
と
は
い
え
、
れ

っ
き

と
し
た
高
島
屋

の

分
店
で
あ

っ
た
。

高
島
屋
分
店
は
順
調
に
そ
の
業
績
を
の
ば
し
た
ら
し
く
、
九
年

(
一九
三四)
九
月
に
は
店

の
東
側

へ
店
舗

の
増
築
を

願
い
出

て
い
る
。

全
国
的
に
反
百
貨
店
運
動
が
高
ま

っ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

こ
の
拡
張
に
も
市
内
の
小
売
商
が
こ
ぞ

っ
て
反
対
、

日
本
百
貨
店
商
店

組
合
も
自
粛
を
申
し
合
わ
せ
、
昭
和
十
二
年
に
は
百
貨
店
法
が
制
定
さ
れ
る
。
十
三
年
五
月

に
店
舗
拡
張

の
願

い
出

が
あ

っ
た
と
き
に

も
商
店
街
の
阻
止
運
動
が
あ

っ
た
。
高
島
屋
分
店
の
最
盛
期
は
昭
和
十
五
、
六
年
ご
ろ
、
そ
の
後
は
、
戦
争
が
激
し
く
な

っ
て
見
る
影

も
な
く
な
る
が

(
い
つ
か
丸
高
デ
パ
ー

ト
に
名
が
変
わ
る

)、
敗
戦
後
も
し
ば
ら
く
は
存
続
し
た
。

404



第四章 経済不況と奈良

百
貨
店

の
開
設
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
出
張
販
売
も
少
な
か
ら
ず
地
元
の
商
店
を
お
び

や
か
し
た
。
昭
和
四

年

(一杢
九)
末

に
は
、

三
越
、
大
丸
等
の
大
百
貨
店
の
出
張
販
売
に
よ
っ
て
営
業
の
不
振
を
来
た
し
、
ひ
い
て
は
生
活
の
脅
威
を
受
け
る
と
し
て
市
内
の
各
実
業
団
体
が

聯
合
の
上
、
猛
烈
な
る
反
対
運
動
を
起
し
た
結
果
、
か
ら
ふ
じ
て
三
越
の
二
日
の
出
張
を

一
日
に
短
縮
し
近
く
出
張
し
よ
う
と
す
る
白
木
屋
の
進

出
を
食
ひ
止
め
て
漸
く
愁
眉
を
開
い
た

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和

五
年
十
二

月
六
日
付
)

と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
。
大
阪
か
ら
の
資
本
の
進
出
に
直
面
し
て
、
地
元
の
商
店
の
あ
い
だ
に
団
結
し
て
こ
れ
に
対
抗
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
起
こ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
年

(一九二八)
末
、
奈
良
名
産
品
商
組
合
の
創
立
総
会
が
菊
水
楼
で
開
か
れ
て
い
る
が
、
同
年
十

一
月
に
は
小
売
業
者

に
よ

っ

て
奈
良
市
商
店
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
不
況
下
小
売
業
の
振
興
を
は
か
る
と
と
も
に

「
百
貨
店
の
侵
入
止
を
目
的
」
と
し
て
設

立
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
と
い
う

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
三

年
十
一月
二
十
六
日
付
)。

こ
れ
ま
で
奈
良
の
商
店
は
、
古
く
か
ら
の
な
じ
み
の
顧
客
や
近
所
の
家
を
相
手
の
商
売
に
満
足
し
て
、
積
極
的
な
販
売
策
を
講
じ
る

よ
う
な
こ
と
は
な
か

っ
た
。
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
た
だ
客
を
待

つ
、
い
わ
ゆ
る

「大
仏
商
法
」
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
で

あ
る
。
高
島
屋
の
十
銭

ス
ト
ア
進
出
の
う
わ
さ
は
、
こ
う
し
た
奈
良
の
商
業
界
に
刺
激
を
与
え
た
。

昭
和
六
年

(
一九≫1l)
秋
、

『奈
良

新
聞
』
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
を
掲
げ
て
い
る

(十
一月
二

十
三
日
付
)。

そ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
奈
良
の
商
人
達
は
素
晴
ら
し
い
尖
鋭
化
し
た
活
躍
振
で
、
十

一
月
初
め
の
誓
文
払
売
出
し
は
数
量
的
か
ら
見
れ
ば
可
成
り
好

も

　つ

成
績

で
あ

っ
た
が
、
実
際
儲
か

っ
て
い
る
か
が
重
要
な
問
題

で
あ
る
。
(
中
略
)
最
近
当
市

の
商
人
も

メ
キ
く

と
発

展
し
、
時

代
に
目
醒

め

て
餅

飯
殿
商
戦
会
、
清
水

の
商
栄
会
等
は
確

に
京
阪

に
劣
ら
ぬ
大
奮
発

で
、
余
程
奈
良
商

人

の
評
判
は
よ
く
な

っ
て
御
客

に
サ
ー
ビ

ス
が
な
か

く

徹

底
し

て
来
た
。
又
、
井
上

の

エ
ハ
会
、
元
興
寺
勉
強
会
、
高

御
門
の
三
八
会
等

も
競

ふ

て
良

品
廉
売

の
標
語
を
振

り
か
ざ

し
て
猛
進

し
て
ゐ
る
。

地

元

商

店

愛

護

運

動
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そ
こ

へ
最
近
、
下
御
門
町

の
ミ
カ
ド

マ
ー
ト
と

い
う
新
商
店
街
が
出
現
し

て

(
町
内
通
り
ぬ
け
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
を
計
画
し
た
が

「妻
君
連
」
の
反
対
で
中
止
に
な
っ
た
と
あ
る

)
、

(中
略
)

売
出

し
時

の
奈

良

の
中
心
樽
井

の
宵
闇
が
迫

る
頃
、
折
柄

の
雑
踏
を
縫

っ
て
東
向
通
よ
り
餅
飯
殿
通
と
見
れ
ば
、
流
石
は
奈
良

第

一
の
盛
場

で
あ
る
感

じ
を

投
げ

ち
よ
つ
と

て
ゐ
る
。
電
飾

の
近
代
明
色
も

一
寸
心
斎
橋
ら
し

い
強

い
感
じ

に
私
達
を
誘
惑
す
る
様

で
あ
る
。
各
店

の
ウ

ィ
ン
ド
に
飾
ら
れ
た
数
条

の
美

し

い

陳
列
品
を
見

て
さ

へ
あ

こ
が
れ

の
熱
情
が
浮

い
て
来

る

(二
塚
鞆
吉
談
)。

や
や
誇
張
さ
れ
た
文
章
だ
が
、
奈
良
の
商
業
界
に
も
新
し
い
風
が
吹
き

は
じ
あ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
、
昭
和
十

一
年

(一九三六)
に
上
六
に
大
軌
百
貨
店
が
で
き
た

こ
と
も
あ

っ
て
、
大
阪

へ
買
物
に
出
か
け
る
人
が
し
だ
い
に
ふ
え
て
い
っ

た
。
農
村
不
況
の
打
開
策
と
し
て
、
産
業
組
合
の
購
買

・
販
売
業
務
の

拡
充
政
策
が
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
小
売
店
に
は
脅
威
と
な

っ
た
。

百
貨
店
や
産
業
組
合
に
対
抗
し
て
自
ら
の
商
売
を
擁
護
す
る
た
め
、
地

元
商
店
愛
護
運
動
が
お
こ
っ
て
き
た
。
昭
和
十

一
年

の
暮
れ
、
「
商
都

大
阪
を
控
え
た
奈
良
市
の
商
店
街
は
、
日
と
共

に
大
百
貨
店
、
大
商
店

の
た
め
に
顧
客
を
吸
引
さ
れ
、
益
々
萎
微
沈
滞
の
傾
向
に
あ
る
の
で
」

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
十

一年
十
二
月
十
五
日
付
)

=
尸
知
事
が
提
唱
し
て
始
ま

っ
た
の
だ
と
い
う
。

餅
飯
殿
商
戦
会
、
東
向
旭
実
業
会
、
今
小
路
商
進
会
な
ど
の
商
店
会
が

い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
市
内
小
売
商
店
連
盟
を
発
足
さ
せ
、

一
種
の
チ
ェ
ー

ン
ス
ト
ア
を
形
成
し
て
、
共
同
仕
入
れ
を
す
る
計
画
が
生
ま
れ
た
り
し

表10昭 和10年 ごろの実業 団体

商戦会(餅飯殿町)

アサヒ実業会(東 向・花芝町)

奈良日商会(寺町)

勉強会(元興寺町)

商進会組合(今小路町)

商栄会(福智院町)
一六会(南京終町)

青果組合

奈良検番置屋業組合

元林院芸妓置屋業組合

木辻遊廓貸座敷組合

奈良市商店街聯盟(市役所内)

奈良市出品協会(市役所内)

奈良製墨同業組合

奈良製墨従業員組合

奈良毛筆組合

奈良麻布蚊張同業組合

奈良漆器同学組合

奈良実業協会

奈良蚊張工業組合

奈良雲斎厚司業組合

奈良菓子業組合

奈良薪炭業組合

奈良米雑穀業組合

奈良名産商組合

印刷業組合

奈良県土木建築請負業組合

昭和10年版 『奈良市勢要覧』による。
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た
。
翌
十
二
年
四
月
に
は
市
内
商
工
業
団
体
の
連
合
組
織
と
し
て
奈
良
市
商
工
連
合
会
が
設
立
さ
れ
る
し
、
お
な
じ
年

に
餅
飯
殿

・
橋

本

・
下
御
門

・
光
明
院
の
四
町
を
ま
と
め
た
商
業
組
合
設
立
の
動
き
も
み
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
「大
仏
商
法
」
か
ら
十
分
脱
却

で
き
な
い
ま
ま
、
い
ろ
い
ろ
な
内
部
事
情
や
人
事
問
題
が
か
ら
ん

で
、
有
名
無
実

の
存
在
に
な

っ
た
り
、
計
画
の
な
か
ば
で
と
り
や
め
に
な
る
場
合
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
昭
和
十
年

(
一九三五)
版

『
奈
良
市
勢
要
覧
』
が
昭
和
九
年
現
在

の
実
業
団
体
を
あ
げ

て
い
る
の
で
、
表

10
に
ま
と
め

て
お

こ
う
。

昭
和
十
三
年

の

『観
光

の
奈
良
』
(滌
搬
飾
観
)
に
、
こ
の
前
年
の
日
中
戦
争
勃
発
前
後

の
商
店

街

の
よ
う
す
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

つ
ぎ
に
掲
げ

て
お
く
こ
と
に
す
る
。

餅
飯
殿
通
り

「奈
良
の
心
斎
橋
」
と
云
は
れ
る
市
内
随

一
の
商
店
街

「餅
飯
殿
通
り
」
は
三
条
通
り
猿
沢
池
よ
り
西
約
百
米
、
橋
本
町
を
南
へ
餅
飯
殿
町
か
ら

下
御
門
町
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
通
り
は
全
国
的
に
有
名
な
る
奈
良
特
産
品
の
漆
器
、
筆
墨
の
店
舗
、
高
尚
な
洋
品
洋
家
具
店
、
大
大
阪
に
劣
ら
ぬ

ざ
ん

流
行
輯
新

の
品
を
陳
列
す

る
呉
服
雑
貨

の
店
。

一
流

の
風
味

に
食
客
を
喜
ば
す
飲
食
料

店
。
名

の
あ
る
印

刷
屋
。

レ
コ
ー
ド
店
其
他
時
計
、

薬
種

う
か
が

商
等

々
何
れ
も
粒
よ
り

で
、
陳
列
店
頭

の
照
明
等

に
は
各
店
と
も
苦
心

の
跡
が
窺

は
れ
顧

客

の
目
を
引

い
て
居

る
。
又
最
近

で
は
町
の
南
、

下
御

門
辺

に
は
清
楚
な
喫
茶
店
、
気
軽
な
カ

ッ
フ

ェ
が
出
来
た

の
で
秋

の
夜

の
散
策
、
買
物

に
は
こ
の
町

へ

一
度

は
足
を
運

ぶ
も
無
駄
な
事
で
は
な

い
。

幸

に
も

こ
の
通
り

の
直
ぐ
東
隣
は
優
し
い
情
話
に
花

が
咲

く
元
林
院
、
南
市

の
花
街
が
あ

り
真
直
南

へ
進
あ
ば
三
百
年

の
伝
統
を
誇

る
歓
楽
街

木

辻
遊
廓
が
あ
る
。

東
向
通
り

大
阪

へ
は
三
十

五
分
、
京
都

へ
は
四
十

五
分
、
橿
原

へ
は
四
十
分

の
短
時
間

で
往
来

の
出
来

る
大
軌
電
車
奈
良
駅

に
乗
降
す
る
数
百
万

の
来
遊

客

昭

和

十

二
年

ご
ろ
の
商
店
街
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の
通
路

で
あ
る
東
向

通
り
は
、
南

は
三
条
通

り
北

は
鍋
屋
町

に
至

る
町
の
名

で
あ

る
。
路
幅

は
さ
ま

で
広
く

は
な
く
、
堂

々
た

る
建
物
も
な
い
が
、

灘
.瀑

な
奈
良
式

の
シ

ッ
ク
リ
と
し
た
軒
並

の
奈
良

で
は
感

じ
の
よ
い
賑

か
な
商
店
街

で
あ

る
。
奈
良

の
名
産

を
自
由

に
買

へ
る
百
貨

物
産

店
。

気
軽

に
憩
ふ
喫
茶
店
。
多
人
数

の
収

容

の
出

来
る
食
堂

も
あ
る
。
甘
党

の
舌
鼓
を

う

つ
菓
子
屋
。
大
衆
向

の
す

る
呉
服
雑
貨
店
。
古
美
術

の
愛
好

す
す

ほ
れ
ま
れ

家

の
惚
妃
と
す
る
骨
董
店
。
秋
水

一
閃
魂

の
う
ち

こ
む
刀
剣

屋
も
あ
れ
ば
味
覚

を
畷

る
果
物

屋
等

々
あ

っ
て
遊
覧
客

と
し

て
は
見
逃
す

こ
と

の
出

来

ぬ
場
所

で
あ

る
。

三
条
通
り

省
線

の
奈
良
駅

に
乗
降
す

る
数
百
万

の
観
光
客

は
先
づ
路
幅

の
広

い
東
西

の
大
通
り

に
出
る
。

こ
れ
が
そ

の
昔
咲

く
花

の
匂
ふ
が
如

く
盛

な
り

し

平
城
朝

の

「三
条
通

り
」

で
今
も

そ
の
儘

の
名

で
呼

ん
で
居
る
。

こ
の
通
り
は
駅
前
か
ら
猿
沢
池
畔
ま

で
の
街

で
あ
る
。

二
十

数
軒

の
旅
館

は
二

階
、

三
階

の
純

日
本
式
建
物

が
多
く
朗
か

に
御
客
を
迎

へ
て
居

る
。
買

ひ
安

い
店
と
し

て
各
特
色

の
あ
る
名
産
店
。
漆
器
、
人
形

の
特
産
品

の
店
ゆ

旅

の
疲

れ
の

一
休

み
に
便
利

な
簡
易
食
堂
、
飲
食
店
、

カ

ッ
フ
ェ
等

々
が
配
置
よ
く
立
並
ん

で
ゐ
る
中

に
も

一
き
わ
目
立

っ
て
宏
壮
な
建
物

は
和

め

ぬ

式
で
は
郵
便
局
、
洋
館
で
は
銀
行
警
察
署
等
が
あ
る
奈
良
市
目
貫
き
の
大
通
り
で
あ
る
。
特
に
中
央
北
側
に
奥
深
く
鎮
ま
り
ま
す
第
九
代
開
化
天

皇
御
陵
の
砂
目
正
し
い
参
道
に
目
が
つ
か
ば
思
は
ず
襟
を
正
し
て
礼
拝
す
る
人
の
多
い
の
も
二
千
年
前
の
古
都
を
偲
ぶ
風
景
で
あ
る
。
鈴
蘭
灯
の

街
路
照
明
に
秋
の
夜
景
の
奈
良
情
緒
を
満
喫
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
。

井
上
通
り

木
辻
遊
廓

の
東
通
り

に
あ
る
奈
良
市
南
部

の
商
店
街

で
あ
る
。
特

に
毎
月

一
、

六
の
日
に
は
夜
店

が
催

さ
れ
て
、
な

か
く

盛
況
を
呈
し

て
居
る
。

清
水
通
り

市

の
東
南
部
市
役
所
通
り
か
ら
聯
隊
前
通
り

に
至
る
東
西

の
細
長

い
町

で
あ

っ
て
、
新

薬
師
寺

、
元
興
寺
、
頭
塔
等

の
史
跡

コ
ー

ス
に
な

っ
て
居

る
し
、
添
上
山
間
部
と

の
商
取
引
が
行
は
れ

て
ゐ
て
活
気
を
呈
し

て
居
る
。
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手

貝
通
り

京
街

道
佐
保

川
よ
り
公

園
に
至

る
通

り
で
交
通
機
関

の
発
達
し
な
か

っ
た
往
時
京
都

へ
通
ず
る
唯

一
の
道
路

で
あ

っ
た
か
ら
北
部
商

業

の
中

心

地

で
あ

っ
て
今
も
尚
市

の
北
部

の
咽
喉
と
し

て
地
方
と

の
商
取
引
が
盛

で
あ
る
。

c+　

農
村
恐
慌
と
経
済
更
生
運
動

す
で
に
早
く
日
露
戦
争
後
の
農
村
対
策
と
し
て
、
地
方
改
良
運
動
が
展
開
さ
れ
た
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
、
農

自
作
農
の
創
設

地
政
策
の
中
心
に
登
場
し
て
き
た
の
が
自
作
農
創
設

第四章 経済不況と奈良

維
持
政
策
で
あ

っ
た
。

地
方
改
良
運
動
は
、
日
露
戦
争
後
の
農
村
問
題

(膿
褓
のの
黼
朧
、)

の
深
刻

ぼ

し
ん

化

に
対
応
し
て
、
戊
申
詔
書
の
発
布
を
契
機
に
す
す
め
ら
れ
た
も
の
で
、

部
落
有
林
野
の
統
合
な
ど
に
よ
る
町
村
基
本
財
産
の
造
成
、
神
社
の
合
祠
、

国
家
祝
祭
日
の
定
着
、
農
事
改
良
事
業
の
推
進
、
町
村
是
の
作
成
な
ど
が

そ
の
内
容
で
あ

っ
た
。
そ
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
報
徳
精
神

(哨
幼
哽
触
勲
臘

齢
思
)
が
鼓
吹
さ
れ
、
推
進
勢
力
と
し
て
産
業
組
合
や
青
年
団
の
育
成
が

は
か
ら
れ
た
。
産
業
組
合
に
は

(明
治
三
十
八
年

を
画
期
に
勃
興
)
農
家
経
済

の
安
定

の
ほ
か

勤
倹
貯
蓄
、
風
俗
の
改
良
、
地
主
小
作
人
の
協
調
、
町
村
税
滞
納

の

一
掃

な
ど
が
期
待
さ
れ
た
。

表11大 正13年 度 村基本財産 ほか

村 名 村基本財産総額 村債償還末済額
円 円

大 安 寺 村 12,946.227 1,688.350

東 市 村 1,005.060

辰 市 村 14,287.241

明 治 村 4,792.320

帯 解 村 22,194.377

都 跡 村 3,955.055

平 城 村 3,019.510

伏 見 村 1,995.015

富 雄 村 18,802.943

狭 川 村 5,453.759

束 里 村 4,022.520 20,147.830

柳 生 村 6,291.985

大 柳生 村 4,966.819 374.340

田 原 村 9,962.663

五 ケ谷 村 7,941.110

注 「大正15年度 特別町村調査票」から
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い
わ
ゆ
る
名
望
家
の
ほ
か
、
町
村
長
や
小
学
校
長
、
宗
教
家
な
ど
が
動
員
さ
れ
、
模
範
村

の
顕
彰
も
実
施
さ
れ
た
が
、
大
正
期
に
入

っ
て
運
動
は
下
火
に
な

っ
た
。

奈
良
市
近
郊
農
村
で
ど
れ
ほ
ど
の
成
果
が
あ

っ
た
か
は
、
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

大
正
十
三
年

二
九二四)
度
の
村
々
の
基
本
財
産
は
、
表
11
の
と
お
り
で
あ
る
。

か
ね
て
農
村
の
中
核
と
し
て
自
作
農
の
維
持
を
は
か
る
必
要
が
説
か
れ
て
い
た
が
、
第

一

次
世
界
大
戦
後
の
小
作
争
議
の
急
増
に
対
応
し
て
、
自
作
農
の
創
設
維
持
が
国
の
政
策
と
し

て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
正
十
五
年

(
一九
二六
)
の
自
作

表12自 作農創設維持資金貸付状況

貸付数 貸付年次

円
田 原 村 10,000 大14

東 里 村 27,000 大11

狭 川 村 20,000 大12

明 治 村 2,879 大15
〃 2,630 昭2

大 柳 生 村 7,346 大15

平 城 村 3,370 昭2

「大阪逓信局報」から

表14貸 付可能額

表13昭 和3年度 自作農創設
維持資金貸付状況

貸 付 額

円
明 治 村 600

大 柳 生 村 5,000

都 跡 村 12,800

伏 見 村 4,100

平 城 村 ・1!

大正15年度 昭和5年 度

奈 良 市
円644

,558
円

帯解村(町) 17,472 102,423

大 安 寺 村 15,216 74,517

明 治 村 2,208 24,070

東 市 村 15,552 101,022

五 ケ 谷 村 1,296 24,255

田 原 村 X5,824 40,204

柳 生 村 8,244 42,365

大 柳 生 村 2,448 8,052

束 里 村 X3,020 7,813

狭 川 村 X1,640 17,205

辰 市 村 1,920 14,445

都 跡 村 6,744 67,049

富 雄 村 13,464 68,345

平 城 村 3,000 23,029

伏 見 村 4,368 50,765

注1.大 正15年度の※印は貸付可能額をこえていて、いちじる

しい新加入がないかぎり、同年度、翌年度は貸付不可能
な村 とされている

2.大 正15年度は 「奈良県報」1542号から

3.昭 和5年 度は 「奈良県報」792号 から
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表15奈 良市周辺地域別自作小作別耕地状況(単位町)

年 度 地域名 総 数 自作% 小作%

昭和2年 東 部 1657.6 11122.467.7 535.232.3

(1927) 南 部 1366.8 537.239.3 829.666.7

西 部 1881.7 809.343.0 1072.457.0

昭和5年 東 部 1798.3 1256.869.9 541.530.1

(1930)! 南 部 1441.0 660.045.8 781.054.2

西 部 1889.4 931.949.3 957.550.7

昭和8年 東 部 1790.7 1196.866.8 593.933.2

(1933) 南 部
..

649.245ユ 789.654.9

西 部
.. 901.148.5 957.551.5

昭和11年 東 部 1764.8 1175.566.6 589.333.4

(1936) 南 部 1438.1 684.847,6 753.352.4

西 部 1855.4 933.950.3 921.549.7

付表6に よる。

農
創
設
維
持
補
助
規
則
の
制
定

に
は
じ
ま
る
の
だ
が
、
こ
れ
よ
り
さ
き

に
奈
良
県
で
は
、
大
正
十
年
度
か
ら
県
独
自
の
政
策
と
し
て
自
作
農
創

設
維
持
資
金
の
貸
し
付
け
を
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

政
府
の
補
助
規
則
に
よ
れ
ば
、
簡
易
保
険
積
立
金
か
ら
小
作
地
購
入

表16奈 良市周辺地域別自作小作別、農家戸数状況(戸)

年 度 地域別 総 数 自作% 小作% 自小作%

昭和2年 東 部 2022 84441.74 34717.16 83141.10

(1927) 南 部
.. 40321.43 86746.09 61132.48

西 部 1915 39820.78 44123.03 107656.19

昭和5年 東 部 2024 81540.27 31915.76 89043.97

(1930) 南 部 1924 45723.75 84343.82 62432.43

西 部 1855 42022.64 41822.53 101754.83

昭和8年 東 部 1959 80641.14 28814.70 86544.16

(1933) 南 部 1853 45324.44 75840.91 64234.65

西 部 1850 42923.19 46425.08 95751.73

昭和11年 東 部 1891 78441.46 25413.43 85345.11

(1936) 南 部 1743 47127.02 61035.00 66237.98

西 部 1793 44124.60 43023.98 92251.42

付表5に よ る。
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の
た
め
の
低
利
資
金
を
貸
し
付
け
、
据
置
期
間
を
除
い
て
二
四
か
年
で
年
賦
償
還
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
い
ま
近
郊
農
村
に
つ
い

て
そ
の
貸
付
状
況
を
み
る
と
、
表
12
の
と
お
り
で
、
昭
和
三
年

(究
二八)
度
の
県
農
林
課
の
貸
付
決
定
額
は
表
13
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
県
で
は
、
表
14
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
村
ご
と
に
貸
付
可
能
額
を
示
し
て
申
請
を
受
け
付
け
た
。

自
作
農
創
設
維
持
補
助
規
則
が
制
定
さ
れ
た
大
正
十
五
年
以
降
、
昭
和
四
年

(一九二九)
の
は
じ
あ
ま
で
は
、
奈
良

県
内

で
八
七
五
八

人

に
六
三
万
円
の
貸
し
付
け
が
あ
り
、
田
二
一二
町
八
反
四
畝
二
〇
歩
、
畑

一
五
町
九
畝
二
九
歩
が
自
作
地
に
な

っ
た

と
い
う
。

(編
黥
喰

胛
悧
畑
畔
彬
)
。
こ
れ
を
近
郊
農
村
に
つ
い
て
み
る
と
、
お
よ
そ
表
15
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
自
作
地
の
割
合
の
高
い
東
部
地
区

で

は
、
あ
ま
り
自
作
地

の
増
加
は
み
ら
れ
な
い
が
、
南
部

・
西
部
地
域
で
は
小
作
地
か
ら
自
作
地

へ
の
転
換
が
か
な
り
す
す
み
、
昭
和
二

年

に
そ
れ
ぞ
れ
三
九

・
三
鮃
、
四
三
暫
だ

っ
た
自
作
地
の
割
合
が
、
十

一
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
七

・
六
鮃
、
五
〇

・
三
鮃
に
上
昇
し
て

い
る
。
表
16
は
こ
の
間
の
自
作
小
作
別
農
家
戸
数
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
東
部
地
区
よ
り
も
南
部

・
西
部
地
域
に
自
作
農

の
増
加
と
小
作
農

の
減
少

の
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

昭
和
四
年

(一九二九)
秋
に
は
じ
ま
っ
た
世
界
恐
慌
は
、
農
村
も
ま
き
こ
ん
だ
。
米

・
ま
ゆ
を
は
じ
め
農
産
物
価
格

が
暴
落
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
下
落
率
が
肥
料
や
農
具
な
ど
工
業
製
品
の
価
格
の
落
下
率
を
大
き
く
上
ま
わ

り
、
農
家
経
済
を
圧
迫
し
た
。
そ
の
う
え
奈
良
県
は
、
翌
五
年
七
月
三
十
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た

っ
て
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
、
「
惨
憺
た

る
大
水
害
」
を
こ
う
む

っ
た
。
河
川
の
堤
防
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
、
浸
水
家
屋

一
万
戸
、
浸
水
田
畑

一
万
町
歩

、
「
農
作
物
の
被

害
ま
た
想
像
を
許
さ
ず
」

(『奈
良
新
聞
』

八
月
三
日
付
)
と
あ
る
。
奈
良
市
内
で
も
佐
保
川

・
岩
井
川

・
菩
提
川
の
堤
防
が
各
所

で
決
壊
し
、
浸
水
家

屋
は
二
四
五
軒
と
い
う
。
現
市
域

で
は
五
〇
〇
～
六
〇
〇
戸
に
も
被
害
を
う
け
た
と
い
う
か
ら
、
農
作
物
の
損
害
も
ま
た
大
き
か

っ
た

よ
う
だ
。

八
月
十
四
日

「
ド
ン
底
農
村
を
救
ふ
べ
く
」
県
農
会
の
主
催
で

「農
村
不
況
対
策
並
び
に
水
害
善
後
策
協
議
会
」
が
開
か
れ
る
が
、

恐

慌

下

の

近

郊

農

村
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そ

の
決
議
文
に
は

「
農
産
物
価
格

の
未
曾
有
の
暴
落
と
負
担
の
加
重
に
依
り
、
現
下
農
村
は
深
刻
な
る
不
況
に
沈
淪
し
、
農
家
の
苦
悩

民
心
の
沈
滞
其
極
に
達
す
、
殊
に
本
県
は
過
般
の
水
害
を
か
う
む
り
特
に

一
層
悲
惨
な
る
実
状
な
り
」
と
あ
る
。

き

き
ん

そ
の
う
え
こ
の
年
は
、
豊
作
と
重
な

っ
て
わ
ず
か
の
間
に
米
価
が
急
落
し
、
い
わ
ゆ
る

「豊
作
飢
饉
」
と
な

っ
た
。
『
奈
良
新
聞
』

た
た

(十
月
三

十
日
付
)
も
、
「豊
作
が
祟

っ
た
農
民
の
実
収
入
」
と
し
て

「数
年
来
に
な
い
米

の
豊
作
を
見
な
が
ら
、
驚
く
べ
き
米
価
惨
落

に
逢

ひ
、

救
は
れ
な
い
の
は
農
民
で
あ
る
が
、
小
作
階
級
の
受
け
て
い
る
打
撃
が
最
も
深
刻
で
、
次
が
地
主

・
自
作
農
と
い
う
順
に
な

っ
て
い
る
」

と
報
じ
、
石
当
た
り
平
均
相
場

一
八
円
二
五
銭
、
前
年
の
三

一
円
八

〇
銭
に
比
べ

一
三
円
五
五
銭
の
下
落
、
地
主
は
反
当
た
り
水
田
小
作

料

一
石
五
斗
を
う
け
る
と
し
て

一
四
円
二
七
銭

の
減
収
と
な
り
、
国

税

・
市
町
村
付
加
税
の
平
均

一
一
円
弱
を
差
し
引
い
て
手
取
り
残
金

一
六
円
三
八
銭

(石
当
た
り
平
均
相
場
で
計
算
す
る
と
減
収
は
二
〇

円
二
二
銭
、
手
取
り
は
一六
円
三
八
銭
と
な
る

)
、
小
作
人
は

反
収

一
石
九
斗
七
升
八
合

(前
年
よ
り
五
升

四
合
の
増
収

)

で
二
六
円
八
〇
銭
の
減
収
、

小
作
料

一
石
五
升
を
納
入
し
た
あ
と
の
手
取
米
九
斗
二
升
五
合
で

一

六
円
八
八
銭
の
収
入
だ
が
、
肥
料
代
を
差
し
引
く
と
実
収
は

=
二
円

八
八
銭
、
自
作
農
は
三
五
円
八
七
銭

(三
六
円
一〇
銭
)

の
総
収
入
中
税
金

一

一
円
、
肥
料
代
三
円
を
差
し
引
い
て
二
二
円

一
〇
銭

の
純
利
益
と
な

り
、
ほ
か
の
職
業
の
人
に
く
ら
べ
て
、
わ
ず
か
に
成
績
が
よ
い
、
と

し

て
い
る
。

ま
た
、
県
農
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
近
郊

の
経
営
面
積

一
町

一
反

表17農 業経営状況

甲の家 乙の家

昭和4年度 昭和5年度 昭和4年度 昭和5年度

円 円 円 円

総 収 入 金 1,618.045 867.41 1,306.37 1,253.285

内 訳

蔬 菜 類 471.485 413.41 851.61 1,138.52

鶏 卵 48.50 92.58 15.12 23.115

鶏 肉 123.86 66.62 18.64 44.45

玄 米 936.40 :1:1 421.00 41.00

麦 37.80

豆 14.00

そ の 他 6.20

農業経営費支出額 292.43 248,06 292.43 279.32

純 益 金 1,325.615 619.35 1,013.94 953.965

注1.甲 の家の集計は両年度とも検算のうえ修正 した。

2.乙 の家の純益金 も検算のうえ修正 してある。
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四
畝
の
自
小
作
農
家
二
軒
の
昭
和
四
～
五
両
年
度
の
経
営
状
況
は
表
17
の
と
お

り

で
あ
る

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和

六
年
六
月
五
日
付

)
。
米
価
急
落
の
直
撃
を
う
け
て
、
両
家
と
も
四
年

度

に
く
ら
べ
て
五
年
度
の
玄
米
収
入
が
激
減
し
た
。
そ
の
た
め
米
作
に
重
点
を

お
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
甲
家
の
打
撃
が
と
り
わ
け
大
き
い
。
四
年
度
に
く
ら

べ
て
、
総
収
入
が
五
三

・
六
鮃

(乙
家
は
九
四
・
一
響
)
と
半
分
以
下
に
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て

『奈
良
新
聞
』
は
、
「多
角
経
営

に
依

っ
て
/
農
村

不
況
を
打
開
せ
よ
/
経
営
の
適
否
如
何
は
純
益
に
大
差
」
と
い
う
見
出
し
を

つ

け
た
の
で
あ
っ
た
。

す
で
に
昭
和
四
年
度
に
は
、
農
家
経
済
は
赤
字
を
か
か
え
こ
ん
で
い
た
。
県

農
会
に
よ
る
添
上
郡
山
間
部
の
自
作
兼
小
作
農
家
の
家
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
表

18
に
示
し
た
よ
う
に
四
六
円
八
〇
銭
の
不
足
を
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
兼
業
と

あ
る
の
は
茶
業
で
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
家
は
村
内
で
も

「
頗
る
農
事
に
熱

心

で
そ
の
労
働
日
数
の
如
き
七
百
六
十
日
」
に
達
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し

表18昭 和4年 度 添上郡山間部農家家計状況

家族5人(経 営者夫婦、子供2人 、叔父1人)

経営田畑1町5反4畝6歩 田1町4反0畝18歩

畑1反3畝6歩

支 出 円

生 産 費300.54

農業経営費244.61

兼 業 経 費55.93

家 計 費121.69

諸 掛 金112.80

低利資金年賦償還39.32

計574.25

収 入 円

田 か ら241.00

畑 か ら21.55

農 産 加 工37.46

兼 業 収 入227.44

計527.45

注 頼母子 ・産業組合 ・保険者の掛金(『奈良新聞』昭和5年9月5日 付による)

 

た

「中
堅
農
家
に
し
て
然
り
、
他
は
お
し
て
知
る
べ
し
」、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
経
営
規
模
が
小
さ
く
、
兼
業
収
入
に
よ
ら
な
け

れ
ば
生
計
の
た
た
な
い
農
家
に
は
、
恐
慌
に
よ
る
兼
業
の
減
少
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
農
家

の
赤
字
は
ふ
え
る
い

っ

ぽ
う
で
、
負
債
は
累
増
し
て
い
っ
た
。

添
上
農
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
農
業
の
旦
雇
賃
も
表
19
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
六
年
～
七
年

に
急
落
、

こ
れ
を
掲
げ
た

『奈
良

新
聞
』
は

「貧
農
階
級
者
の
ド
ン
底
生
活
」
が
う
か
が
わ
れ
る
と
し
て
い
る

(昭
和
七
年
六

月
十
四
日
付
)
。
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昭
和
七
年

(死
三二)
九
月
、

一
五
〇
〇
人
の
農
民
を
集
め
て
県
公
会
堂
で
開
か
れ
た
県
内

の
農
会
大

会

の
宣
言
も

「
輓
近
農
村
窮
乏
は
其
惨
状
実
に
言
語
に
絶
す
、
今
や
農
家
の
経
済
は
全
く
破
滅
に
瀕
し
、

や
や

民
心
稍
と
も
す
れ
ば
建
国
農
本

の
大
精
神
に
動
揺
を
来
し
、
国
運
の
前
途
暗
澹
と
し
て
深
憂
に
堪
え
ざ

る
も
の
あ
り
」
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
大
会
で
自
力
更
生
の
実
行
を
決
議
、
自
力
更
生
事
業

に
対
す
る
助
成
と
地
租
付
加
税

の
軽
減
を
県
知
事
に
要
望
し
て
い
る
。

農
村

の
疲
弊
が
深
ま
る
に
と
も
な
い
、
各
種
団
体
の
農
村
救
済
請
願
運
動
が
高
ま
っ

た
。

こ
れ
に
対
応
し
て
政
府
は
、
昭
和
七
年

(一九三
)
度
か
ら
救
農
土
木
事
業
を

す
す
め
る
と
と
も
に
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
を
出
発
さ
せ
た
。

政
府
は
、
昭
和
七
年
度
の
予
算

で
、
農
林
省
関
係
予
算

一
億
八
〇
〇
万
円
の
七
九

・
五
鮃
、
八
六
〇

農

村

経

済

更

生

運

動

表19農 業日雇賃の推移

賄つき農繁期 農 閑 期

円 円

昭和3年(1928) 2.50 2.00

4年(1929) 2.00 1.60

6年(1931) 1.30 1:1

7年(1932) 0.90 0.75

『奈良新聞』昭和7年6月14日 付による

 

○
万
円
を
救
農
土
木
事
業
に
あ
て
た
。
そ
の
助
成
を
得
る
た
あ
、
「県
庁

へ
、
県
庁

へ
と
/
押
掛
け
る
陳
情

の
洪
水
」

と
の
報
道
が
あ

る
が

(『奈
良
新
聞
』

八
月
十
日
付
)、
そ
の
実
施
状
況
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
な
い
。

昭
和
八
年
度
に
伏
見
村
で
、
農
村
振
興
土
木
費
補
助
と
し
て
、
工
事
費
二
五
〇
〇
円
の
七
五
鮃
に
あ
た
る

一
八
七
五
円
の
交
付
を
う

け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(昭
和
八
年
度

入
出
決
算
書
」「歳
)
。
し
か
し
、
軍
事
費
の
膨
脹
に
と
も
な

っ
て
こ
の
事
業
は
三
か
年

で
打
ち
切

り
と
な
る
。

農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
は
、
昭
和
七
年
九
月
、
農
林
省
に
経
済
更
生
部
が
設
け
ら
れ
、
十
月
に

「経
済
更
生
計
画
に
関
す
る
農
林

省
訓
令
」
が
出
て
、
発
足
の
運
び
と
な

っ
た
。

こ
れ
を
う
け
て
奈
良
県
で
は
、
十
月
二
十

一
日
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
知
事
訓
令

(甲
第
二

十
五
号
)

を
発
す
る
と
と
も
に

「
奈
良
県
農
山
村
経
済
更
生
計
画
樹
立
方
針
」
(九
八
警

の
冊
子
)
を
市
町
村
に
配
付
し
て
運
動

に
着
手

し
た
。

現
下
農
山
村
ノ
疲
弊
ハ
其
ノ
極
度
二
達
セ
ン
ト
シ
、
民
心
動
モ
ス
レ
ハ
安
定
ヲ
欠
カ
ン
ト
ス
ル
ノ
虞
ア
リ
、
之
ヲ
更
生
シ
其
ノ
振
興
ヲ
策
ス
ル
ハ

刻
下
喫
緊
ノ
急
務
タ
リ
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茲

ヲ
以

テ
政
府

ハ
今
回
農
林
省

二
経
済
更
生
部

ヲ
新
設

シ
、
農
山
村

ノ
経
済
更
生

二
関

ス
ル
諸
般

ノ
方
策

ヲ
考
究
施
設

セ
ラ
ル

・
コ
ト

・
ナ
リ
、

本
県
亦
之

二
呼
応

シ
テ
農

山
村
経
済
更
生
委
員
会

ヲ
設
置

シ
、
以

テ
県
内
農
山
村

ノ
経
済
更
生

二
関

ス
ル
調
査
研
究
及
指
導

二
当

ル
ト
共

二
、

市

町
村

二
対

シ
テ
モ
同
様
経
済
更
生
委
員
会

ヲ
設
置

セ
シ
メ
相
連
繋

シ
テ
農
山
村

ノ
全
般

三
旦
リ
組
織
的
、
統
制
的

ナ
ル
更
生
計
画

ノ
樹
立
実
行

ヲ

勧
奨

セ
ン
ト

ス
。
蓋

シ
農
山
村
経
済
更
生

ノ
方
途

ハ
頗

ル
広
汎
多
岐

ナ
ル

ヘ
シ
ト
雖
、
其

ノ
経
済

ヲ
計
画
化

シ
、、
其

ノ
産
業

ヲ
組
織
化

シ
、
以

テ

農

会
、
産
業
組
合
、
農
事
実
行
組
合
等
、
産
業
団
体

ノ
普
及
刷
新
及
相
互

ノ
連
絡
提
携

ヲ
密

ニ
ス
ル
ト
倶

二
其

ノ
金
融
並
生
産
販
売
購

買
等

ノ
手

段

ヲ
土
ハ同
化

シ
、

一
般

ノ
生
活

ヲ
合

理
化

シ
備
荒
共
済
施
設

ヲ
充
実

ス
ル
ガ
如
キ

ハ
、
其

ノ
最

モ
主
要

ナ
ル
事
項

二
属

ス

ヘ
シ
、

然

レ
ト

モ
農

山

村

経
済

更
生

ノ
途

ヲ
計
画

シ
、
進

ン
テ
其

ノ
実

ヲ
挙

ク
ル

ハ
容
易

ノ
業

二
非

ス
、
宜

シ
ク
綿
密

ナ
ル
調
査
ト
周
到
ナ

ル
考
究

ノ
下

二
之

力
計
画

ヲ

ね
が
は

樹
立

シ
、
熾
烈

ナ
ル
熱
意

ト
不
抜

ナ
ル
意
力

ト
ヲ
以

テ
、
其

ノ
実
行

二
邁
進

ス
ル
ヲ
要

ス

ヘ
シ
、
冀
ク

ハ
時
局

二
鑑
ミ
、
政
府
及
県

ノ
意

ノ
在

ル

所
ヲ
察
シ
、
曩
二
設
ケ
タ
ル
国
民
更
生
運
動
ヲ
始
メ
ト
シ
、
各
種
ノ
精
神
教
化
運

動
ト
協
調
戮
力
シ
、
大
二
積
極
進
取
ノ
気
風
ヲ
作
興
シ
、
以
テ
県
下
産
業
ノ
振
興

経
済
ノ
更
生
二
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム

「経
済
更
生
計
画
樹
立
方
針
」
は
、
計
画
樹
立
機
関
選
択
上
の
注
意
、
指
導

督
励
機
関
、
産
業
組
合
や
農
事
実
行
組
合
と
の
関
係
、
基
本
調
査
な
ど
の
細
部

に
わ
た

っ
て
方
策
を
の
べ
、
付
録
に
経
済
更
生
委
員
会
規
程
、
計
画
助
成
規
程
、

申
請
書
添
付
書
類
の
記
載
要
項
を
の
せ
て
い
る
。

昭
和
七
年
以
降
、
毎
年

一
〇
〇
〇
町
村
を
経
済
更
生
計
画
指
定
町
村
に
指
定

し
、
助
成
金

(
一町
村
あ
た

り
一〇
〇
円
)
を
与
え
て
計
画
の
推
進
を
は
か

っ
た
が
、
十
五
年

ま

で
に
全
国
町
村
の
八

一
鮃
に
あ
た
る
九

一
五
三
町
村
が
指
定
さ
れ
、
十
七
年

表20現 奈良市域の経済更生指定町村

年 次 町 村 備 考

昭和7年 度 大安寺村 都跡村 県内指定町村20

昭和8年 度 帯解町 平城村 30

昭和9年 度 五ケ谷村 田原村 30

狭川村

昭和10年 度 辰市村 東市村 30

柳生村

昭和11年 度 明治村 東山村 20

束里村 富雄村

伏見村

昭和12年 度 大柳生村 5

注 昭和13年度は奈良市域の町村で指定はない。

県内で4か 村だけ。
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第四章 経済不況と奈良

ま

で
指
定
が
継
続
さ
れ
た
。
奈
良
市
近
郊
農
村

の
指
定
状
況
は
表
20
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る

(
『農
山
漁
村
経
済
更
生

運
動
史
資
料
集
成
』

)。

指
定
村
と
な
る
に
あ
た

っ
て
は
、
計
画
書
を
作
成
し
て
上
申
し
、
最
終
的
に
農
林
省
の
査
定
を
う
け
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
。
柳

生
村
は
、
昭
和
十
年
度
に
経
済
更
生
指
定
村

に
な
る
が
、
当
時
の
村
長
が
そ
の
査
定
日
の
思
い
出
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る

(赭

罐

蔚

譛

臟
談
ウ
。

村

を
興
す
た
め
に
は
、
当
時
、
政
府

が
提
唱

し
て
い
る
経
済
更
生
計
画
を
樹
立
実
行
す

る
の
外
な
し
と
考
え
、
県

の
指
定
を
受
け
る

べ
く
計

画

を
樹

て
た
の

で
あ
る
。

こ
の
計
画
樹
立

に
は
当
時
、
村

の
技
師
を
努
め

て
い
た
巽
鶴
吉
氏

に
負
う
所
が
多
か

っ
た
。
指
定
を
受
け

る
に
は
候
補

村

が
夫

々
計

画
を
樹

て
て
、
色

々
面
倒

な
書
類
を
提
出

し
、
最
後

に
農
林
省

の
査
定
と
言

う
こ
と

に
な

る
が
、
愈

々
査
定

の
日
が
来

て
、
農
林
省

の

係
官
、
県
知
事

(三
嶋
誠
也
)
を
初

め
係
官

が
多
数
来
村

さ
れ
、
村

で
は
村
会
議
員
初
め
、
区
長
、
学
校
長
、
各

種

団
体
長

が
全

部
集

ま

っ
て
、

計
画
に

つ
い

て
、
各
係

官
か
ら
色

々
質

問
を
受

け
る
と
同
時

に
、
村
長

の
計
画
を
説
明
す

る
の
で
あ

る
が
、

そ
の
席
上
、
私

は
従
来

の
県

の
指

導

(
い
)

(象
)

方
針
が
誤

っ
て
る
、
今

迄
は
主
と
し

て
優
良
村

を
対

照
に
集
中
指
導

し
、

そ
の
成
果

の
挙
が

る
こ
と

の
み
を
喜

ん
で
い
る
風
が
あ

っ
た
。
何
故

に

最
も
悪

い
と
思
わ
る
所

謂
難

村
か
ら
指
導

し
て

レ
ベ

ル
を
引
上
げ

る
よ
う
な
方
針
を
採

ら
な

い
か
と
痛
烈

に
批
難
し
た

の
で
、
県

の
係
官
は

こ
れ

を
制
止
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
が
、
農
林
省

の
係
官

は
そ
れ
は
面
白

い
意
見
だ
、
今
く
わ
し

く
聞

か
し

て
貰

い
た

い
と
言
う
訳

で
、
之

に
勢

を

得
た
私
は
更

に
語
を
次

い

で
、

こ
・2
云
う

こ
と
を
言

っ
た
ら
定

め
し
知
事

さ
ん
の
御
機
嫌
を
損

ね
て
、
或

は
指
定
さ
れ

ぬ
か
も
知
れ

ん
が
、
私

は

指
定
さ
れ
な

い
か
ら
と
言

っ
て
決

し

て
悲
観

は
し
ま
せ
ん
。
既

に
更
生

の
決
意

は
出
来

て
い
る
か
ら
必
ず

や
独
力
を
以

て
や
り
遂
げ

て
見
せ

ま
す

と
語
を
結
ん
だ

の
で
あ
る
。

時
間
は
既
に

一
時

を
過
ぎ

て
い
た
の
で
、
急

い
で
粗
飯

の
用
意

の
あ
る
こ
と
を
告
げ
た

の
で
あ

る
が
、
直
ぐ
帰

県
さ

れ

て
し
ま

っ
た
。
後

で
随
行
し

て
来
た
郡
農
業

会
長

に
電
話

し
て
見

た
ら
、
農
林
省

の
係
官

が
面
白

い
村
長
だ
、
あ

の
熱
意
な
ら
必
ず

や
り
得

る

と
思
う
か
ら
、
第

一
に
指
定
し
よ
う
と
言
わ
れ
た
と

の
事

で
あ

っ
た
。
逆
手

に
出

た

バ
ッ
タ
リ
も
反

っ
て
切
を
奏
し

た
な
と
大
笑

い
し

た
こ
と

で

あ

っ
た
。
計
画
中

に
は
農
業
倉
庫

の
建

築
、
産
業
組
合

の
拡
充
、
林
道

及
び
村
農
道

の
新
設
整
備
、
耕
地

の
改
良
、
開
墾

の
実
施
等
あ
ら
ゆ

る
方
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面
に
助
成
を
得
て
、
着
々
事
業
の
完
遂
を
見
、
村
民
の
熱
意
と
協
力
に
よ
っ
て
、
予
期
以
上
の
成
果
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
経
済
更
生
運
動
は
、
産
業
組
合
を
中
心
に
農
事
実
行
組
合
な
ど
農
業
諸
団
体
を
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
農
村
経
済
の
再
建

を
目
ざ
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
さ
き
の
救
農
土
木
事
業
に
く
ら
べ
て
政
府
の
財
政
的
助
成
が
少
な
か

っ
た

(獺
釉
瀚
鮒
雕
橢
硬
皸
麟
轂
蓑
切
膕

凋
倒
瓢
癬
鍍
關
三
〇三
班
册
明
)。
い
き
お
い
自
力
更
生

・
生
活
改
善

・
勤
倹
貯
蓄
な
ど
精
神
面
の
み
が
強
調
さ
れ
て
、
「自
力

更
生
」
が
運
動
の

別
称
に
さ
え
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
も
、
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
銃
後
農
村
経
営
、
戦
時
農
業
生
産
力
拡
充
政
策
の

一
部
と
な
り
、
太
平
洋
戦
争
中
の
皇
国
農
村
建
設
運
動
に

つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

田

原

村

の

経

済

更

生

運

動

昭
和
九
年

(
一九
三四)
度

に
経
済
更
生
計
画
指
定
村
と
な

っ
た
田
原
村
の
経
済
更
生
運
動
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
。

県
か
ら
の

「
経
済
更
生
計
画
樹
立
方
針
」
を
う
け
て
田
原
村

で
は
、

つ
ぎ
の
委
員
会
規
定
を
作
成
、
運
動
に
と

り
か
か

っ
て
い
る
。

添
上
郡
田
原
村
経
済
更
生
委
員
会
規
定

第

一
条

本
会
ハ
奈
良
県
農
山
村
経
済
更
生
委
員
会
ト
連
絡
シ
、
本
村
経
済
更
生
ノ
方
策
ヲ
確
立
シ
、
之
力
実
行
ヲ
期
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条

本
会
ハ
前
条
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
、
本
村
ノ
実
情
ヲ
適
応
セ
ル
経
済
更
生
計
画
ヲ
樹
立
実
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

前
項
ノ
経
済
更
生
計
画
ハ
奈
良
県
農
山
村
経
済
更
生
委
員
会
ノ
審
議
ヲ
経
テ
之
ヲ
確
定
ス

第
三
条

本
会
ハ
会
長

一
名
、
副
会
長
三
名
、
委
員
若
干
名
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス

第
四
条

会
長
ハ
村
長
、
副
会
長
ハ
本
村
農
会
長
、
産
業
組
合
長
、
小
学
校
長
ヲ
以
テ
之
二
充
テ
、
委
員
ハ
本
村
吏
員
、
村
会
議
員
、
大
字
総
代
、

本
村
農
会
、
産
業
組
合
、
農
事
実
行
組
合
其
ノ
他
産
業
諸
団
体
ノ
関
係
者
ノ
外
特
二
経
済
二
経
験
ア
ル
者
二
付
会
長
之
ヲ
嘱
託
ス

第
五
条

会
長
ハ
会
務
ヲ
総
理
シ
、
会
議
ノ
際
、
議
長
ト
ナ
ル

副
会
長
ハ
会
長
ヲ
補
佐
シ
、
会
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
職
務
ヲ
代
理
ス
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第
六
条

本
会
二
幹
事
書
記
及
調
査
員
若
干
名
ヲ
置
キ
、
会
長
之
ヲ
命
シ
又
ハ
嘱
託
ス

幹
事
ハ
会
長
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
庶
務
ヲ
掌
理
ス

書
記
ハ
上
司
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
庶
務
二
従
事
ス

調
査
員
ハ
上
司
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
本
社
経
済
更
生
二
関
ス
ル
調
査
二
従
事
ス

第
七
条

委
員
幹
事
書
記
及
調
査
員
ノ
旅
費
又
ハ
手
当
其
ノ
他
本
規
程
二
定
メ
事
項
二
付
テ
ハ
会
長
別
二
之
ヲ
定
ム

そ
の
内
容
は
、
ど
の
町
村
で
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
経
済
更
生
運
動
は
、
村
長

・
小
学
校
長

・
産
業
組
合

・

農
会
の
役
員
や
篤
農
家
を
中
心
人
物
と
し
、
自
作

・
自
小
作
農
な
ど
農
業
生
産
力
の
実
質
的
な
担
い
手
で
あ
る
中
農
層
を
中
堅
人
物
と

し

て
す
す
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
第
四
条
に
そ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

田
原
村
で
は
、
図
3
の
よ
う
な
組
織
を

つ
く

っ
て
運
動
を
す
す
め
た
。
『田
原
村
史
』
に
よ
れ
ば
、
指
定
村
と
な

っ
た
翌
年
度
か
ら

第四章 経済不況と奈良

五
か
年
に
わ
た
り
実
行
に
邁
進
、
「
役
場

・
学
校

・
組
合

・
農

い
ち
が
ん

会

一
丸
と
な
り
、
生
産

・
経
済

・
社
会

の
各
部
面
に
わ
た
り
、

多
大
の
実
績
を
あ
げ
た
」
と
し
て
つ
ぎ
の
事
項
を
掲
げ
て
い
る
。

1

村
内
道
路
網
の
完
成

2

有
畜
農
業
の
奨
励
、
当
時
四
〇
余
頭
に
過
ぎ
な
か
っ
た
牛

が
、
今
日
六
倍
を
超
え
る
に
至
っ
た
基
礎
は
、
こ
の
時
代

に
つ
く
ら
れ
た

3

製
炭
事
業
の
奨
励
、
木
炭
村
内
自
給
の
域
に
達
し
た

4

製
茶
共
同
工
場
の
完
成
、
大
野

・
横
田
の
製
茶
工
場
は
そ

図3田 原村経済更生委員会組織体系

奈良県経済更生委員会

生 産 部

幹 部 部

事 員 長

匐
会

_長
v

_o_

人 人 人

統 制 部

部 部

員 長

豢

邑

八
人

経 済 部

幹 部 部

事 員 長

箚
会

_長
_　

人 人 人

事 務 局

調 事 幹
査
員 務 事

客
大字

総_
岱天天

社 会 部

幹 部 部

事 員 長

匐
会

_尋

人 人 人

 

注

部
員
は
委
員
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の
主
な
も
の
で
あ
る

5

ま
つ
た
け
類
の
保
護
育
成
を
各
大
字
で
実
行

6

耕
地
整
理
組
合
の
結
成
に
よ
り
、
そ
の
実
績
を
あ
げ
、
特
に
長
谷

・
中
之
庄

・
沓
掛

・
和
田
等
顕
著
で
あ
っ
た

田
原
村
は
、
す

で
に
大
正
四
年

・
十
五
年

・
昭
和
四
年
の
三
回
に
わ
た
り
、
治
績
良
好
と
し
て
知
事
か
ら
報
奨
金
を
下
付
さ
れ
て
い

た
が
、
経
済
更
生
運
動

へ
の
取
り
組
み
も
評
価
さ
れ
て
、
昭
和
十
年

(一九
三五)
十

一
月
三
日
、
内
務
大
臣
か
ら
優

良
村
と
し
て
表
彰

さ
れ
る
栄
誉
に
輝
き
、
知
事
か
ら
は
奨
励
金
二
〇
〇
円
の
下
付
を
う
け
た
。
こ
の
優
良
村

に

つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
文
章

に
く
わ
し
い

(謡
驥
↑
漂
覊
観
ウ
。

田
原
は
昭
和
期

の
日
本
を
代
表
す

る

〈優
良
村
〉

で
あ

り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
優
良
村

に

つ
い
て
少
し
述

べ
て
お
き
た

い
と
思

い
ま
す
。
明

治

末
年
、

日
露
戦
争

に
よ
る
国
力

の
消
耗
と
資
本
主
義

の
発
展

に
よ
る
農
村

の
疲
弊
が
社
会
問
題
と
な
り
、
内
務
省
を
中
心
と
し

て
自
治
民
育
を

ス

ロ
ー
ガ

ン
と
す

る
地
方
改
良
運
動

が
強
力

に
す
す
め

ら
れ
、
国
力

の
回
復
が
企

て
ら
れ
ま
し
た
。

現
代

風

に
い
え
ば

、

一
種

の

〈
村
お

こ
し
運

動
〉

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
、
内
務
省

は
自
治

に
熱
心

で
納
税
な
ど

の
成
績
が
良
好
な
町
村
を
選
奨
し
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
な
ど
し

て
、

こ

の
運
動
を
促
進

し
よ
う
と
す

る
政
策
を
行

い
ま
し

た
。

こ
れ
が
優
良
村

の
始

ま
り
で
、
第

一
回
目

は
明
治

四
十

三
年

二
月
、
広
島
県
加
茂
郡
広
村
な
ど

二
八
村
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
二
七
回

百

数
村

が
選
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
県

で
は
第

三
回

の
と
き
、
生
駒
郡
北
倭
村
が
、
村
治
紊
乱
を
挽
回
す

る
た
め
有
志
図

っ
て
長
老
を
村
長
と
し
、

垣
内

を
設

け
、
諸
事
を
統

べ
、
村
民
相
扶

け
当
局
者
村
民

一
団
と
な

り
、
遂

に
各
方
面

の
施
設
大

い
に
整

い
、

そ
の
面
目
を

一
新
し
た
、
と

の
理

由

で
最
初

の
優
良
村

に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
続

い
て
北
葛
城
郡
王
寺
町
が
第

二
〇
回

の
時

に
、
町
民

の
公
共
心
強
く
、
各
方
面
共
良
好
な
成

績

を
収

め

て
居
る
、

と
し

て
選
奨

さ
れ

て
い
ま
す
。

田
原
が
優
良
村

と
な

っ
た
の
は
第

二
二
回

(昭
和
十
年

十

一月

)

の
と
き

で
あ

り
、
奈
良
県

で
三
番
目
、
全
国

で

一
〇
〇
番
目
と

い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
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優
良
村

の
七
割
以
上
が
明
治
末
か
ら
大
正
初
期

の
地
方
改
良
期

に
集
中

し

て
お
り
、

そ
れ
ら
の
多
く

は
大
正
末
期

に
は
リ
ー
ダ

ー
を
失

い
、
優

良

村
と
は
呼

べ
な

い
状
態

に
転
落
し

て
い
ま
し
た
。
田
原
が
優
良
村
と
な

っ
た
昭
和
十
年
ご

ろ
は
、
昭
和
五
年

に
始

ま

っ
た
世
界
恐
慌

の
影
響

を
受

け
国
内

で
は
農
業
恐
慌
が
猛
威
を
振
る

い
、
娘
売
り
、
間
引
き
、
欠
食

児
童

な
ど
が
大
量

に
出
現
す

る
な
ど
各
地

の
農
村

は
危
機
的
な
状
況

に
落

ち
入

っ
て
お
り
、
政
府
は
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め

に
自
力

更
生

を
目
的

と
す

る
経
済
更
生

運
動
を
展
開
し

て
い
た
時
期

で
あ

り
ま
し

た
。

こ
う
し

た
意
味

で
も
、
田
原
は
昭
和
期

の
日
本
を
代
表
す
る
模
範
村

で
あ

っ
た
の
で
す
。

二
宮
金
次
郎

で
有
名
な
報
徳
会

の
機
関
誌

「
斯
民
」

は
優
良

村

田
原

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
記
し

て
い
ま
す
。

歴
代

の
村
長
は
何
れ
も
熱

心

で
、
そ

の
期
間
も
敢

え

て
長
期

に
渉

っ
た
人

は
い
な

い
け
れ
ど
も
、
要
す

る
に
誰

で
な
く

て
は
治
ま
ら
ぬ
と

云
う

こ
と
も
な
く
、

又
、

他
を
排

し
て
任
に
就

こ
う
と
す

る
野
心
家
も
な

い
。
推

さ
れ

て
任

に
就
く

や
精
励
事

に
当
た
り
…
…
事
な

る
や
、
他

に
譲

り

て
交

代
任

に
当
た
る

の
習
慣

が
あ
る
。

こ
の
点
他

の
優
良
村

と
著

し
く
趣
を
異

に
し

て
い
る
。

と
。

こ
の
よ
う
に
、
他

の
模
範
村

が
概

し
て
特
定

の

「名
村
長
」

の
個
人
的
力
量

に
よ

っ
て
組
織

・
維
持
さ
れ

て
い
た

の
に
対
し

て
、
田
原

で
は

村
内

に
設
け
ら
れ
て
い
た
種

々
の
経
済
団
体
、
地
域
団
体
、
社
会
教
育
団
体
な
ど
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た

の
で
あ
り
、

こ
れ
ら

の
諸

団

体

の
自
律
的

で
活
発

な
活
動

と
相
互
協
力

が
原
動
力

で
あ

り
、
優
良
村
と
し

て
の
田
原

の
歩
み

は
、

そ
れ
ら

に
何
ら
か

の
形

で
参
加
し

て
い
た
愛

郷
心

に
富

み
、

理
想

の
村
建
設

の
意
欲

に
満
ち

た
村
民

の
た
ゆ
ま

ぬ
営
為

に
よ

っ
て
、
内
部
か
ら
深
く
支
え
ら
れ

て
い
た

の
で
あ
り
ま
し
た
。

昭

和
十

三
年

の
自
治
制
公
布
五
十
周
年

に
際

し
、

田
原

は
二
度
目

の
選
奨
を
受
け

て
い
ま
す
。
再
度

の
表
彰
を
受
け
た

の
は
十
余
村

に
す
ぎ
ず
、

そ

れ
も

こ
う
し
た
実
績

の
う
え
に
基
づ

い
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

優

良

村

に

選
奨

さ

れ

る
だ

け

の

こ

と

が

あ

っ
て
と

い

っ
て

よ

い

の

で
あ

ろ
う

。

田

原

村

で

は

日
中

戦

争

の
全

面

化

を

待

た

ず

に
、

戦

時

下

皇

国

農

村

を

さ

き

ど

り
す

る

か

の

よ

う

に

つ
ぎ

の

よ
う

な

挙

村

体

制

を

築

い

て

い
た

の

で
あ

っ
た

(
昭
和
十
一年
版

『田

原
村
勢
要
覧
』

)
。
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別
働
部
隊

(対
外
二
活
動
ス
ル
人
々
)

全村行進体制図解

飜⑧

(
一
村

ノ
進
路
)

赫
々
タ
ル
光
明
ハ
前

衛
部
隊
ノ
奮
闘
ヲ
待

望
シ
テ
ヰ
ル
常
ニ
ソ

ノ
全
面
二
接
シ
テ
輝

イ
テ
ヰ
ル

前衛
青年期

図4

児
童
期

全
団
体
ノ
先
頭
二
位
置
シ
本

隊
ト
連
絡
ヲ
保
チ
ツ
ツ
常
二

未
来
ヲ
想
望
シ
テ
マ
ツ
シ
グ

ラ
ニ
躍
進
ス
ル

全
団
体
ノ
行
進
速
度
ハ
前
衛

部
隊
ノ
牽
引
力
ノ
如
何
ニ
ヨ
ッ

テ
定
マ
ル
モ
ノ
ト
覚
悟
ス
ル

全
団
体
振

興
ノ
源
泉

ス
ベ
テ
ノ

基
礎
修
練

ハ
コ
コ
ニ

完
了
ス

〉

隊本

(壮
年
期
)

全担
フ
全
団
体
ノ
盛
衰
浮
沈

ハ

全
ク
ソ
ノ
覚
悟
如
何
ニ
ヨ
ッ

テ
定
マ
ル
前
衛
部
隊
ヲ
励
マ

シ
後
衛
部
隊
ヲ
保
護
シ
全
団

体
ノ
調
和
統

一
ヲ
バ
カ
ル

団
体

ノ
全
責
任
ヲ
双
肩

二

幼
児
期

一
後 衛

(高齢者)

 

光
栄
ア
ル
村
史

ハ
後

衛
部
隊
ノ
努
力
ノ
結

晶
デ
ア
ル

常

ニ
ソ
ノ
背
後

二
接

シ
テ
輝
イ
テ
ヰ
ル

(光
栄

本
隊

ト
後

衛
部
隊
ト

ノ
養
護
ヲ

受
ク
十
分

ナ
ル
成
長

ヲ
遂
ゲ
ル

全
団
体

ノ
村
史
)

ノ
最
後
尾
、
安
全
地

帯
幼
孫
ヲ
養
護
ス
ル
ト
共

二

豊
富
ナ
ル
経
験

ニ
ヨ
ッ
テ
全

団
体
ノ
行
動

二
留
意
シ
必
要

ナ
ル
忠
言
ヲ
与

ヘ
ル

徒

二
前
代
ヲ
以
テ
現
代
ヲ
律

シ
全
団
体
ノ
行
進
速
度
ヲ
緩

メ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ

(昭和11年版、『奈良県添上郡田原村勢要覧』)
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4

社
会
運
動
の
展
開

労恐

働慌

争下

議の

昭
和
を
迎
え
て
、
社
会
運
動
に
対
す
る
取
締
り
が
強
化
さ
れ
、
昭
和
三
年

(一九二八)
三
月
い
わ

ゆ
る
三

・
一
五
事

件

が

あ

り

(
日
本
共
産
党
に
対
す
る
全
国

一斉
検
挙
、

県
下
に
も
一
八
人
の
検
束
者
を
出
す

)
、

昭

和

七

年

八

月

に

も

県

下

の

一
斉

検

挙

が

行

わ

れ

た

(
難

乞
凱
齢
諏

翻
雛
泓
櫛
)。

こ
の
た
め
、
社
会
運
動
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
い
ち
だ
ん
と
き
び
し
く
な
る
が
、
運
動
そ
の
も
の
が
壊
滅
し
た
わ
け
で
は
な
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Σ

つ

こ

o

・刀

議
ム

奈
良
市
に
つ
い
て
み
て
も
、
恐
慌
下

の
生
活
難
か
ら
労
働
争
議
や
小
作
争
議
が
お
こ
っ
て
い
る
。
昭
和
二
年
末
か
ら
翌
三
年
に
か
け

て
は
、
人
力
車
夫
の
争
議
が
あ

っ
た
。
「打
続
く
財
界
の
不
況
と
円
タ
ク
の
出
現
」

に
よ

っ
て
苦
境
に
追
い
こ
ま
れ
た
奈
良
駅
構
内

の

車
夫
た
ち
が
立
ち
あ
が

っ
た
の
で
あ
る
。
か

つ
て
八
〇
人
だ

っ
た
車
夫
が
五
二
人
に
減

っ
た
の
に
、
営
業
主
か
ら
従
前
通
り
人
力
車

一

台

に
つ
き

一
〇
円
合
計
八
〇
〇
円
の
納
入
を
求
め
ら
れ
た

(車
の
実
数

は
不
明

)。
五
二
人

で
頭
割
り
に
す
る
と
、

一
人
当
た
り

一
五
円
を
こ
え

る
負
担
と
な
り
、
そ
の
う
え
滞
納
す
れ
ば
営
業
停
止
に
す
る
と
い
う
。
車
夫
た
ち
は
、
こ
れ
を
不
当
と
し
て
十
二
月

三
日
早
暁
浅
茅
ケ

原
に
集
ま
り
、
営
業
主
の
排
斥
を
決
議
、
決
議
文
を
奈
良
駅
長
と
神
戸
鉄
道
局
長
に
送

っ
た
。

こ
え
て
翌
三
年
、
車
夫

の
代
表
が
神
戸

鉄
道

局
や
県
当
局
に
陳
情
し
た
り
も
す
る
が
、
交
渉
は
進
展
せ
ず
、

一
月
二
十

一
日
同
盟
罷
業
に
入

っ
た
。
同
盟
罷
業
は

一
日
で
終
わ

っ

た
が
、
営
業
主
は
車
代
を

一
台
当
た
り

一
一
円
と
す
る
か
わ
り
、

一
〇
円
の
退
職
手
当
を
廃
止
す
る
と
回
答
、
指
導
者
八
人
を
停
職
と

し
、

=
二
人
か
ら
車
夫
免
状
を
没
収
す
る
措
置
を
と

っ
た

(馬
椋
唄
噺
遡

鞠
軸
巴
陣
竍
仁
瑚
晒
唄
醐

罌

。
そ
の
結
果
ど
う
な

っ
た
か
は
明
ら

か
で
な
い
。

昭
和
七
年
に
は
奈
良
駅
構
内
の
車
夫
三
五
人
が
、
新
た
に
入

っ
た
共
同
営
業
主

の
退
陣
を
要
求
し
て
、
七
月
十
七

日
に

一
日
の
ス
ト

を
う

っ
た

(同
昭
和
七
年
七

月
十
八
日
付

)。
奈
良
駅
長
ら
が
仲
裁
に
入

っ
た
が
、
な
か
な
か
解
決
せ
ず
、
年
が
あ
け
て
当
人
が
市
会
議
員

に
当
選
し
、

営
業
主
を
退
い
て
幕
が
引
か
れ
た
ら
し
い
。
な
お
、
昭
和
十
二
年

に
も
人
力
車
夫
た
ち
は
、
若
草
山
麓
自
動
車
道
の
開
設
が
生
活
の
侵

害
に
な
る
と
し
て
反
対
運
動
を
お
こ
し
て
い
る

(『大
和
百
年
の
歩
み

社
会
・人
物
編

』)
。

昭
和
五
年
三
月
に
は
、
当
時
東
向

に
あ

っ
た
大
軌
百
貨
店

(五
月
に

閉
鎖

)
の
従
業
員
が
、
給
料
の
遅
配
を
不
満
と
し
、

そ
の
即
時
支
払
い

な
ど

一
〇
か
条
を
要
求
、
十
七
日
、
男
子
三
五
人

・
女
子
二
九
人
の
全
員
が
運
動
会
に
名
を
か
り
て
浅
茅
ケ
原
に
集
ま
り
同
盟
罷
業
を

行

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た

(同
昭
和
五
年
三

月
十
八
日
付

)
。
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昭
和
六
年

(
一九≫l1>
三
月
十
日
、
瓦
職
工
の
北
和

・
奈
良

・
帯
解
の
三
組
合
の
合
同
発
会
式
が
行
わ
れ

(鯵
細
賭
五
)、

つ
ぎ

の
よ
う
な

綱
領
を
決
定
し
て
い
る

(同
昭
和
六
年
三

月
十
一日
付

)
。

一

我
々
は
我
々
自
身
の
団
結
力
に
依
り
正
当
な
る
雇
傭
条
件
を
製
造
主
と
の
間
に
締
結
せ
ん
こ
と
を
期
す

一

我
々
は
相
互
扶
助
の
精
神
を
養
ひ
、
あ
く
迄
同
就
業
者
間
の
生
活
保
全
の
た
め
に
結
束
す

一

我
々
は
我
々
自
身
の
力
に
依
っ
て
物
心
両
面
の
向
上
を
期
す

昭
和
八
年
二
月
十
二
日
、
帯
解
町
瓦
工
組
合
の
製
瓦
機
工

一
六
人
が
、

一
日
の
割
当
製
瓦
数
三
六
〇
～
四
五
〇
枚

が
過
重

で
あ
る
と

し
、

こ
れ
を
三
〇
〇
枚
に
減
ら
す
よ
う
求
め
て
争
議
に
入
り
、
十
四
日
に
つ
ぎ
の
条
件
で
妥
結
を
み
て
い
る

(同
昭
和
八
年
二

月
十
六
日
付

)
。

地
瓦
三
六
〇
枚
、
熨
斗
瓦
五
〇
〇
枚
、
磨
あ
げ
二
四
〇
枚
、
饅
頭
石
餅

=

○
枚
、
唐
草

一
二
〇
枚

同

じ
年
、
辰
市
村
杏
の
麻
裏
製
造
職
工
四
〇
人
余
り
も
、

一
月
中
旬
物
価
騰
貴
を
理
由
に
請
負
工
賃
の
値
上
げ
を
要
求
、

一
足
に
つ

き
三
厘
の
賃
上
げ
を
か
ち
と

っ
た
の
も
束
の
間
、
二
月
二
十
六
日

一
足
あ
た
り
五
厘
の
値
下
げ
通
告
を
受
け
た
。

こ
れ
に
憤
慨
し
た
職

工
た
ち
は
直
ち
に
同
盟
罷
業
に
入
り
、
国
道

一
五
号
線
の
改
修
工
事
に
し
た
が

っ
て
生
活
の
安
定
を
図
り
、
持
久
戦

に
備
え
た
と
い
う

(同
昭
和
八
年

三
月
一日
付
)。

ま
た
、

こ
の
年

の
二
月
、
市
街
自
動
車
株
式
会
社
の
運
転
手
、
車
掌
ら
四
九
人
が
、
監
督
の
退
陣
、
風
紀
の
粛
正
、
共
済
組
合
規
則

の
改
正
な
ど
を
求
め
て
五
日
に
同
盟
罷
業
を
決
行
、
監
督
が
辞
任
し
て
ス
ト
は

一
日
で
終
わ

っ
た

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
八
年
二
月
六
日
、
七

日
付
、
『日
本
労
働
年
鑑
』
第
一五
巻

)。

散
発
的
に
こ
う
し
た
争
議
が
あ

っ
た
な
か
で
、
大
き
か

っ
た
の
は
昭
和
九
年

(一九三四)
秋
の
製
墨
職
工
の
争
議

で

あ

っ
た
。

こ
れ
よ
り
先

一
月
の
こ
と
、
今
辻
子
町
の
製
墨
職
工
八
人
が
、
小
型
墨

一
〇
〇
挺
に

つ
き
二
五
銭
の
コ

ネ

マ
イ

(練
合
せ

型
入
れ
)
賃
の
三
三
銭

へ
の
値
上
げ
を
要
求
し
て
罷
業
に
入
り
、

一
挺
に

つ
き
二
厘
八
毛
、

一
〇
〇
挺
で
二
八
銭
と
す
る
こ
と

で
妥
結
を
み
た
争
議
が
あ

っ
た

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
九

年
一月
九
日
、
十
日
付
)
。
十

一
月
、
製
墨
期
に
入
る
に
先
立

っ
て
製
墨
職
工
組
合

(醐
胎
頒
拗
)
が
賃
金

の

製

墨

・

毛

筆

職

工

の

争

議
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第四章 経済不況と奈良

二
割
方
値
上
げ
を
要
求
し
て
立
ち
あ
が

っ
た
。
「業
主
が
賃
金
協
定
を
守
ら
ず
、
機
会
あ
る
ご
と
に
賃
下
げ
を
行

っ
て
き
た

の
で
、
現

在

は
二
割
方
の
値
下
げ
に
な

っ
て
い
て
、
季
節
労
働
者
で
あ
る
職
工
の
生
活
権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ

っ

た
。
職
工
た
ち
は
、
漢
国
町
の
山
の
寺
に
立
て
こ
も
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
構
え
を
み
せ
た
。
業
主
側
は
連
日
協
議
を
重
ね
、
よ
う
や
く

五
分
上
げ
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
り
、
二
十
二
日
組
合
側
に
回
答
し
た
。
し
か
し
組
合
側
は
、
誠
意
が
認

め
ら
れ
な
い
と
し
て

拒
否
、
腹
を
立
て
た
業
主
側
で
は
、
当
初
の

「二
分
の
値
上
げ
方
針
に
還
元
す
べ
き
」
だ
と
し
て
、
二
分
以
上
は
絶
対
賃
上
げ
せ
ず
と

決
議
す
る
に
い
た
っ
た
。
材
料
高
に
よ
る
生
産
費
の
高
騰
と
不
況
に
よ
る
事
業
不
振

の
た
め
当
面
の
賃
上
げ
は
不
可
能
、
景
気
の
好
転

を
待

っ
て
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
い
う
の
が
、
業
主
側
の
立
場
で
あ

っ
た
。
組
合
側
は
態
度
を
硬
化
さ
せ
る
が
、
職
工
の
中
に
は
未

明
秘
か
に
業
主
の
も
と
に
働
き
に
行
く
も
の
も
あ

っ
た
ら
し
い
。
組
合
は
団
結
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
急
務
と
し
て
、
二
十
五
日
未
明

午
前
五
時
か
ら

「
ス
キ
ッ
プ
」
(K
L
破
り
)
防
止

の
デ
モ
を
う

っ
た
。
警
戒
中
の
奈
良
署
員
が
急
行
し
て
き
た
と
き
に
は
、
デ
モ
は
す

で
に

解
散
と
な

っ
て
い
た
が
、
幹
部
数
人
を
検
束
し
た
。
争
議
の
調
停
を
図
ろ
う
と
し
て
奈
良
署
は
、
か
れ
ら
の
真
意
を

た
だ
し
、
六
分
の

値
上
げ
な
ら
妥
結
可
能
と
の
回
答
を
得
て
こ
れ
を
業
主
代
表
に
伝
え
た
。
組
合
事
務
所

に
は
当
日
午
後
、
全
農
県
連
幹
部
が
訪
れ
て

「
階
級
的
支
持
」
を
表
明
、

ア
ジ
ビ
ラ
を
配
布
し
た
り
し
て
、
組
合
の
闘
争
を
励
ま
し
た
。
業
主
側
は
当
日
午
後
七
時
か
ら
総
会
を
も

ち
、
組
合
側
の
六
分
値
上
げ
案
に
つ
い
て
協
議
す
る
が
、
議
論
百
出
、
二
十
六
日
午
前
五
時
に
い
た

っ
て

「
三
分

の
値
上
げ
と
見
習
い

職

工
の
加
入
金
全
廃

(業
者
組

合
負
担
)
と
い
う
条
件
」
で
、
よ
う
や
く
意
見
の

一
致
を
み
た
。
午
後
代
表
か
ら
そ
の
返
答
を
得
た
奈
良
署
特
高

主
任
が
、
組
合
幹
部
を
招
い
て
受
入
れ
方
を
す
す
め
る
が
、
組
合
側
は
こ
れ
を
拒
否
、
調
停
は
暗
礁
に
乗
り
あ
げ

た
。

し
か
し
、
組
合
側
は
し
だ
い
に
軟
化
、
二
十
八
日
、
代
表
二
人
が
奈
良
署
を
訪
ね
、
見
習
い
職
工
加
入
金
の
明
年
六
月
ま
で
の
現
状

維
持

(加
入
金
が
全
廃
さ
れ
る
と
業
主
が
無
制
限
に
見

習
い
工
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
反
対
)
を
条
件
に
、
三
分
値
上
げ
を
受
入
れ
る
旨
回
答
、
業
主
側
か
ら
出
さ
れ
た
賃
上
げ
の
六
月
ま

で
の
延
期
案
を
奈
良
署
が
は
ね

つ
け
て
よ
う
や
く
妥
結
、
二
十
九
日
午
後
双
方
誓
約
書
に
調
印
し
て
解
決
を
み
た
。

と
こ
ろ
が
、
製
墨
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毛筆製造職人 の争 議

(「奈良新聞』昭和10年2月11日 付)

業
主
の

一
部
に
、
三
分
の
値
上
げ
を
履
行
し
な
い
も
の
が
あ

っ
た
ら
し
い

(炯
輔
悧

點

犇

簫
扇
駻
咨

、)。

昭
和
十
年

(一九三五)
二
月
に
は
毛
筆
製
造
職
人
が
、
物
価

の
高
騰
を
理
由
に
工

賃

の
三
割
値
上
げ
を
決
議
、
個
別
に
問
屋
を
訪
問
し
て
陳
情
運
動
を
始
め
た
。
問

屋
側
は
組
合
を
相
手
に
対
応
す
る
べ
き
だ
と
し
十
二
日
夜
徳
融
寺
で
両
者
が
会
同
、

問
屋
側
は
、
他
の
同
業
地

で
は
値
上
げ
の
こ
と
は
な
く
、
当
市
の
み
の
工
賃
の
値

上
げ
は
単
価

の
値
上
が
り
と
な

っ
て
商
売
に
差
し
支
え
る
か
ら
値
上
げ
は
容
認
で

き
な
い
が
、

「現
在
の
原
料
を
同
値
の
筆
よ
り
三
割
減
じ
て
製
筆
」

す
る
の
を

認
め
る

(蜘
計
崛
切
嘩
陪
鉢
睦
め
以
節
初
陳
鯨
悧
駈
鯛
ザ
旺
損
肛
網
ほ
0
勦
勤
い
燃
醐
魄
麓
駄
乱
ガ
蠣
蝌
絃
朋
征
餅

球
鋤
祕
」)
と
い
う
こ
と
で

一
応
解
決
し
た
か
に
み
え
た
。
と
こ
ろ
が
職
人
側
は
、

豊

橋

・
大

阪

・
京

都

の
同

業

者

と

会

同

し

た

り

し

て
態

度

を
硬

化

さ

せ
、

三
月

十

一
日
約

六

〇

人

が
徳

融

寺

に
立

て

こ
も

っ
て
同

盟

罷

業

に
入

っ
た

。

大

阪

・
京

都

・
豊

橋

三

市

の
製

筆

職

人

の
代

表

が
仲

に
立

ち
、

十

五

日
、

問

屋

側

が

四
月

一
日
か

ら

最

高

一
割

五

分

以

内

の
値

上

げ

を

認

め

て
争

議

の
解

決

を

み

た

(同
昭
和
十
年
二
月
十

一
日
、
十
三
日
～

十
五
日
、
三
月
十
三
日
、
十
七
日
付

)
。

こ

の
あ

と

、

昭

和

十

一
年

(
一九
三
ハ)
七

月

に
、

帝

蓄

レ

コ
ー
ド

株
式

会

社

の
従

業

員

約

一
〇

〇
人

が

(
ト
伍
⑱
弘
)
、

会

社

側

が

提

示

し

た
労

働

条

件

(
月
四
回
の
公
休
日
を
一回
と
す
る
、

退
職
手
当
を
減
額
す
る
こ
と
な
ど

)

を

不

当

と

し

、

そ

の
撤

廃

と

待

遇

改

善

を

求

め

て
要

求

書

を

提

出

し

た

こ
と

が

あ

っ
た

り

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
十

一

日
付
、
『日
本
労
働
年
鑑
』擁

濯

町

五
)
、

翌

十

二
年

五

月

に
、

奈

良

自

動

車

会

社

の
運
転

手

一

一
人

が
賃

上

げ

の
要

求

を
社

長

に
出

し
た

り
す

る

こ
と

が

あ

っ
た
が

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
十
二
年
五
月
五
日

付
、
『日
本
労
働
年
鑑
』
第
一
九
巻

)
、

軍

国

主

義

の
高

ま

る
な

か

で
、

労

働

運

動

は

そ

の
姿

を

消

し

て

い
く

こ
と

に
な

る
。
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第四章 経済不況と奈良

小
作
争
議
の
激
化
に
直
面
し
た
地
主
層
は
、
大
正
十
五
年

(一九三
ハ)
大
日
本
地
主
協
会
奈
良
県

連
合
会
を
結
成
し

て
攻
勢
に
転
じ
、
県
当
局
も
取
締
り
を
強
化
、
昭
和
を
迎
え
て
農
民
運
動
も
き
び
し
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
農
民
た
ち
が
た
た
か
い
を
や
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
昭
和
三
年

(
一九二八
)
五
月
、
全
国

農
民
組
合

の
結
成

(
日
本
農
民
組
合
と
全
日

本
農
民
組
合
が
合
同

)
を
う
け
て
、
全
農
奈
良
県
連
合
会
が
成
立
す
る

(鯛
薊
頷
餌
グ
艙
蝦
大
)
。
そ
の
二
年
後
の
こ
と
だ
が
、
昭
和
五
年
秋
か

ら
、
辰
市
村
杏
で
全
農
支
部
の
再
建
運
動
が
お
こ
り
、
翌
六
年
五
月
二
十
日
、
村
の
お
寺
で
再
建
準
備
会
主
催
の
支

部
確
立
演
説
会
が

開
か
れ
、
三
〇
〇
人
の
参
加
者
の
満
場

一
致
で
辰
市
支
部
の
結
成
が
決
議
さ
れ
た
。

こ
の
年
、
太
田
方

(北
葛
城
郡

磐
城
村

)
と
万
願
寺

(牲
欄
梛
)
の
小
作
争
議
が
共
に
敗
北
、
こ
の
た
め
県
下
の
農
民
運
動
は
大
き
な
打
撃
を
う

け
る
が
、
こ
の
後
奈
良
で
も
、
い
く

つ
か
の
小
作
争
議
が
お
こ
っ
た
。
全
農
辰
市
支
部
は
、
六
年
秋
か
ら
七
年

の
は
じ
め
に
か
け
て
、

奈
良
市
の
大
地
主
に
対
し
小
作
料
の
五
割
減
を
要
求
、
年
貢
米
納
入
を
拒
否
し
て
た
た
か

っ
た
(全
国
農
民
組
合
奈
良
県
「連
合

ニ
ュ
ー
ス
」
六
・
一二
号
重
引
)。

昭
和
七
年
か
ら
翌
八
年
に
か
け
て
富
雄
村
二
名
で
小
作
争
議
が
お
こ
り
、
小
作
人

一
二
五
人
が
地
主
二
七
人
に
対

し
て

「昭
和
七
年

度
小
作
米
三
割
減
を
要
求
」、
「地
主
側
は

一
割
五
分
を
主
張
し
共
に
譲
ら
ず
、
目
下
行
悩
み
」
状
態
と
な

っ
た
と

あ
る

(私
滌
娘
鞠
墹
胙

鴃

)。
ま
た
同
じ
こ
ろ
、
都
跡
村
の
佐
紀
で
も
七
六
人
の
小
作
人
が

一
人
の
地
主
に
対
し
て
、
昭
和
七
年
度
の
小
作
料
減
免
を
求
め
て
争
議

を
お
こ
し
た
。
県
の
田
中
小
作
官
補
が
調
停
に
入
り
、
た
び
た
び
折
衝
を
重
ね
た
結
果
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
条
件
で
円
満
解
決
し
た
。

一

減
免
は

一
割
五
厘
と
す
る

一

地
主
よ
り
金

一
封
を
小
作
人
に
給
付
す
る

一

納
米
は
、
昭
和
八
年
十

一
月
二
十
五
日
よ
り
同
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
履
行
す
る

(同
昭
和
八
年
九

月
二
十
九
日
付
)

昭
和
九
年

(
一九茜
)
の
秋

に
は
、
平
城
村
の
秋
篠

で
、
小
作
人
七
九
人

(伍
咽
弘
と
)
が
地
主
二
七
人

(↑
咽
弘
と
)
に
対
し
て

「本
年
度

恐

慌

下

の

小

作

争

議
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は
、
旱
魃
の
上
に
風
害
を
蒙
り
著
し
く
減
収
と
な

っ
た
の
で
、
小
作
料
を
五
割
に
減
免
さ
れ
た
い
」
と
の
要
求
書
を
提
出
し
た
。
小
作

な

い

し

人

た
ち
は
十
月
十
九
日
に
小
作
人
組
合
を
結
成
し
て
要
求
の
貫
徹
を
期
し
た
。
折
衝

の
結
果

「平
均

一
反
歩
の
小
作
料

一
石
二
斗
乃
至

一
石
七
斗
減
免
し
、
な
お
小
作
料
宛
米

一
石
に
対
し
二
割
減
免
す
る
」

こ
と
で
円
満
解
決
し
た

(同
昭
和
九
年
十
一月

十
一日
、
十
三
日
付
)
。
同
年
十
月
三
十
日

奈
良
阪
町
の
小
作
人
た
ち
も

「風
水
旱
害
に
依
る
減
収
を
理
由
と
し
て
小
作
料
減
免
を
要
求
」
す
る
が
再
三
の
交
渉

に
も
か
か
わ
ら
ず

地
主
側
が
こ
れ
に
応
じ
な
い
た
め
、
十

一
月
二
十
日
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
、
「各
人
は
個
人
交
渉
で
進
み
、

団
体
交
渉
を
中
止

す

る
と
い
つ
こ
と
に
全
体
の
意
見
が
傾
い
た
」
と
い
う

(同
昭
和
九
年
十
一

月
二
十
二
日
付

)。

昭
和
十
年

(究
三五)
に
は
、
辰
市
村
杏
で
、
佐
保
川
工
事
の
た
め
小
作
地
を

「地
主
は
小
作
人

に

一
言

の
こ
と
わ

り
も
な
く
、
反
四

百
円
位
の
も
の
を
六
百
円
余
で
売
り
、
そ
の
上
、
小
作
人
の
ム
ギ
ま
で
も
勝
手
に
売

っ
て
仕
舞

っ
た
の
で
」
、
全
農
杏
支
部

の
小
作
人

た
ち
が

「立
禁
の
札
を
立
て
る
と
共
に
、
県
土
木
課
に
解
決
す
る
ま
で
工
事
に
か
か
る
な
と
要
求
し
て
中
止
さ
せ

て
、
地
主
は
小
作
人

へ
耕
作
権
段
二
百
五
十
円
を
出
せ
」
と
要
求

(全
農
奈
良
県
連
合
会
「県
連
ニ
ュ
ー

ス
」
昭
和
十
年
三
月
二
十
四
日
重
引
)、
さ
ら
に
小
作
料
の
減
免
、
自
転
車
税

・
荷
車
税
の
撤
廃
な

ど
を
要
求
し
て
小
作
争
議
を
お
こ
し
て
い
る

(同
昭
和
十
一年

十
一月
重
引

)。
程
な
く
お
こ
っ
た
昭
和
十
二
年
の
日
中
戦
争
の
全
面
化
に
と
も
な

っ
て
、

労
働
運
動
も
農
民
運
動
も
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
急
速
に
衰
退
す
る
。

大
恐
慌
は
県
下
七
四
被
差
別
部
落
の
生
活
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。
各
地
で
生
活
擁
護
闘
争

が
展
開
さ
れ
、
昭

和
六
年

(一九>>ll>
に
は
御
所
町
で
某
医
師
の
差
別
事
件
が
お
こ
り
、
糾
弾
闘
争
も
活
発
に
な

っ
た
。

そ
の
年
十
二

月
、
桜
井
町
で
全
国
水
平
社
大
会
が
開
か
れ
、
被
差
別
部
落
の
農
民

・
労
働
者
を
階
級
組
織
に
吸
収
し
て
た
た
か
う
べ
き
だ
と
す
る
水

平
社
解
消
論
が
出

て
激
論
が
か
わ
さ
れ
た
。
昭
和
八
年
被
差
別
部
落
の
人
々
の
多
様
な
日
常
要
求
に
基
づ
い
て
た
た
か
う
部
落
委
員
会

活
動
が
全
国
水
平
社
に
取
り
あ
げ
ら
れ
、
水
平
社
奈
良
県
連
も
こ
の
方
針
に
し
た
が

っ
て
運
動
を
す
す
め
る
。
十
年
七
月
、
奈
良
区
裁

判
所

の
弁
護
士
控
室

で
某
弁
護
士
の
差
別
事
件
が
お
こ
っ
た
。
水
平
社
県
連
を
中
心
に
糾
弾
闘
争
が
展
開
さ
れ
、

い
ち
お
う
の
勝
利
を

水

平

運

動

と

融

和

事

業
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第四章 経済不況と奈良

お
さ
め
る
が
、

一
年
後
そ
の
弁
護
士
は
約
束

(民
生
党
県
支
部
顧
問
の
辞
任
、
一

年
後
弁
護
士
登
録
を
取
り
消
す

)
を
ひ
る
が
え
し
て
し
ま
う
。
社
会
運
動
に
対
す
る
取
締
ま
り

の
強
化
に
勢
い
づ
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
奈
良
市
で
は
、
ひ
き

つ
づ
き
水
平
運
動
よ
り
も
融
和
運
動
が
活
発

で
あ

っ
た
。
奈
良
市
域
に
は
同
志
会
の
五

つ
の
支

部
が
あ
り
、
県
の
矯
風
会
と
連
携
し
て
融
和
事
業
を
す
す
め
た
。
奨
学
金
の
交
付
や
職
業
指
導

の
ほ
か
、
融
和
講
演
会

.
講
習
会

.
映

画
会

・
演
芸
会
な
ど
を
行

っ
た
が
、
昭
和
四
年

(
一九二九)
六
月
奈
良
第

一
小
学
校

(棚
鞴
餅
)

で
催
さ
れ
た

「融
和
促
進
琵
琶
歌
演
奏
会
」

に
は

一
二
〇
〇
余
人
も
集
ま
り
、
大
き
な
成
果
が
あ

っ
た
と
い
う
。
同
志
会
は
、
中
央
融
和
事
業
協
会

(融
和
団
体
の
中
央
組
織
と

し
て
大
正
十
四
年
設
立

)

の
経
済

更
生
運
動

に
応
じ
て
つ
く
ら
れ
た
県
の
更
生
委
員
会
に
協
力
し
て
、
昭
和
五
年
か
ら
失
業
対
策
に
取
り
組
み
、
七
年
に
は
婦
人
部
を
お

い
て
融
和
教
育
研
究
会
を
始
め
、
八
年
に
は
挙
国

一
致
と
自
力
更
生
を
唱
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
東
之
阪
町
の
地
区
整
理
事
業
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
業
は
昭
和
八
年
七
月

「三
大
事
業
」

の

一
つ
と
し
て
市
会

の
承
認
を
受
け
、
十
月

に
内
務
省

の
認
可
を
受
け
た
。
当
時
同
町
は
約
二
五
〇
〇
余
坪
の
地

に
約
二
〇
〇
世
帯
が

居
住
、
住
環
境
が
劣
悪
で
あ

っ
た
。
そ
の
改
善

の
た
め
、
隣
接
地
を
買
収
し
て
居
住
区
を
広
げ
、
区
域
内
に
碁
盤
目
型
に
道
路
を

つ
け
、

衛
生
的
合
理
的
な
宅
地
街
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
総
工
費

一
五
万
円
の
五
か
年
計
画
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
十
月

の

市
議
会
で
工
費

一
八
万
余
円
、
昭
和
九

・
十
両
年
度

で
完
成
す
る
こ
と
に
変
更
、
国
庫
お
よ
び
県
の
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
き
め
ら
れ

た
。
九
年
七
月
託
児
所

(昭
和
三

年
開
設
)
前
広
場
で
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
て
着
工
の
運
び
と
な

っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
市
の
都
市
計
画
と
も
重
な
っ

て
予
期
以
上
の
大
事
業
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
規
模
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
年
数
も
か
か
り
、
工
事
が
完
了
し
た
の
は
昭
和
十
三
年

で
あ

っ
た
。
六
月

一
日
に
竣
工
奉
告
祭
が
行
わ
れ
、
総
代
徳
岡
栄
次
郎
が
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
地
区

の
総
面
積
は
も
と
の
数

倍

八
〇
〇
〇
余
坪
に
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
う
ち
寺
院

・
託
児
所

・
共
同
浴
場
な
ど
を
除
い
て
、
整
理
面
積
は
約
五
八
〇
〇
坪

に
及
び
、
全

世
帯

の
約
四
分
の
三
が
家
を
新
築
ま
た
は
移
転
し
、
共
同
住
宅

(
一二
世
帯

が
入
居

)
も
建
て
ら
れ
た
。
地
区
を

=
ニ
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
割
し
て
幅
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五
～
七
層
前
後
の
道
路
を
通
し
、
東
に
国
道
、
西
に
市
道
を
配
し
た
。
総
工
費

一
八
万
二
〇
〇
〇
余
円
、
う
ち
国
庫
補
助

=
二
万
六
五

〇
〇
円
、
県
の
補
助

一
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ

っ
た
。
家
屋

・
道
路

・
水
道
な
ど
す
べ
て
新
し
く
な

っ
た
。
当
時
全
国
的
な
大
事
業
と
い

わ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

西
之
阪
町
地
区
で
は
、
昭
和
九
年

(一九三四)
に
地
方
改
善
事
業
と
し
て
共
同
浴
場
の
建
設
に
着
手
、
十
年
二
月
に
完
工
し
、
十
六

日

に
開
業
し
た
。
当
時

の

『奈
良
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
同
浴
場
は
木
造
平
家
建
三
〇
坪
、
総
工
費
四
六
〇
〇
円

(肭
斯
秕
鮖
齣
)、
そ
の
経
営

は
同
町
に
委
託
さ
れ
、
大
人
二
銭

・
小
人

一
銭
の
湯
銭
と
し
、
純
益
を
も

っ
て
地
方
改
善
資
金
に
あ
て
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
。

つ
い
で
十
二
年
に
は
、
西
之
阪
で
も
地
区
整
理
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
工
費
三
六
万
円
、
地
区
を
八
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
六
層
幅
の
道

路

を
東
西
に
通
し
、
住
宅
地
の
両
端
に
小
公
園
を
設
け
る
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
、
戦
時
体
制

の
進
行

に
よ

っ

て
実
現
を
み
る
こ
と
な
く
終
わ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
十
二
年
七
月
の
日
中
戦
争

へ
の
突
入
は
、
水
平
運
動
に
も
融
和
運
動
に
も
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
反
フ
ァ
ッ

シ

ョ
闘
争
を
す
す
め
て
い
た
水
平
社
は
、
戦
争

へ
の
協
力
に
転
じ
、
十
五
年

(
一九四〇)
に
は
中
央
融
和
事
業
協
会
と

と
も
に
大
和
報
国

運
動

(融
和
新
体

制
運
動

)
を
始
め
る
。
他
方
、
融
和
運
動
や
融
和
事
業
は
、
急
速
に
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
中
央
融
和
事
業
協
会

も

「新
東
亜
建
設
の
国
策
」
に
沿

っ
て
運
動
を
す
す
め
、
十
五
年
十
二
月

に
橿
原
で

「紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
全
国
融
和
団
体
連
合
大

会
」
を
開
い
た
あ
と
、
翌
年
六
月
、
同
和
奉
公
会
に
改
称
し
て
融
和
運
動
を
放
棄
す
る
。

こ
の
年
四
月
大
和
同
志
会
が
解
散
、
八
月
に

あ

つ
せ
ん

は
大
福
水
平
社
が
解
散
し
て
県
下
の
水
平
社
組
織
は
す
べ
て
姿
を
消
し
た
。

こ
の
あ
と
十
月
に
、
県
の
斡
旋
で
融
和
団
体
を
統
合
す
る

大
和
帰

一
会
が
発
足
す
る
が
、
名
ば
か
り
に
終
わ

っ
た
。
翌
十
七
年

一
月
全
国
水
平
社
が
自
然
消
滅
と
な
る
。
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